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　平成十七年は酉
とり

年
どし

。十二支の動物の中

で唯一の鳥類です。

　干
え

支
と

の「酉」は「ニワトリ」のこと。

単に鳥というとニワトリ（鶏）を思い浮

かべる人も多いようですが、ニワトリは

人間と最もなじみの深い鳥といえます。

　ニワトリ（鶏）に関することわざや慣

用句は、あまり聞きません。

　「鶏口となるも牛
ぎゅう

後
ご

となるなかれ」は、

鶏を小さな組織、牛を大きな組織にたと

えて、大きな組織の属員になるよりは、

小さな組織でもその頭となることのほう

がよい、の意味。小さくとも勇ましい鶏

の姿が思い浮かびます。

　一方、「鳥」に関することわざ・慣用

句は、いくつかありそうです。

　「籠
かご

の鳥」は、籠に入れられた鳥は飛

ぶに飛べないところから、自由を奪われ

ていること。または、そのような境遇に

ある人。「空飛ぶ鳥も落とす（飛ぶ鳥を

落とす）」は、空を飛んでいる鳥も落と

すほど威力があるさまのたとえ。打ち落

とされる鳥といえば「一石二鳥」。一つ

の石を投げて二羽の鳥を同時に打ち落と

す意から、一つの行為によって同時に二

つの利益を得ることの意味。「閑古鳥が

鳴く」は、貧しくてピイピイしているさ

ま。また、商売などが流行らないさまを

いいます。

　閑古鳥を追い払い、今年こそ本格的な

景気回復でたくさんのご利益を、といき

たいものです。

　ニワトリといえば卵です。その卵を、

日本人は一年間にどのくらい食べている

のかご存知ですか。過去の世界統計など

によると、日本人は一人当たり年間 300

個以上消費しており、これは世界でも

トップクラスです。ニワトリにはずいぶ

んお世話になっているわけですね。

　「鶏
けい

鳴
めい

」という言葉があるように、ニ

ワトリの鳴くころといえば明け方近く。

朝を迎えるための合図でもあったニワト

リの鳴き声を聞く機会は、昔に比べて少

なくなったといえます。

　昨年は鳥インフルエンザによる感染が

問題となり、養鶏農家や私たちの日常生

活に大きな影響を及ぼしました。今年は

そうした問題が起きないよう祈りたいも

のです。

　ともあれ、よい年でありますように。

今年は「酉年」

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
を
顧
み
る
に
、「
激
動
の
一
年
」
の

一
言
で
あ
り
ま
し
た
。
四
月
一
日
に
は
平
成

の
大
合
併
の
掛
け
声
の
下
、
幾
多
の
障
害
を

乗
り
越
え
県
内
21
番
目
の
市
「
阿
賀
野
市
」

と
し
て
見
事
南
部
郷
四
か
町
村
の
合
併
を
成

し
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
合
併
に

関
し
ご
指
導
、
ご
援
助
頂
い
た
国
、
県
当
局

を
始
め
関
係
各
機
関
、
旧
四
か
町
村
執
行
部

並
び
に
五
万
市
民
の
皆
様
に
対
し
、
改
め
て

感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
合
併
の
落
ち
着
き
も
見

せ
な
い
中
で
、
四
月
二
十
五
日
阿
賀
野
市
長

選
挙
が
執
行
さ
れ
、
現
本
田
市
長
が
当
選
さ

れ
ま
し
た
。

　

「
21
世
紀
に
躍
進
す
る
オ
ア
シ
ス
都
市
阿

賀
野
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
合
併
に
伴

う
新
市
建
設
計
画
の
着
実
な
歩
み
を
市
民
一

同
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

議
会
に
お
い
て
も
合
併
協
定
に
基
づ
き
、

合
併
後
十
月
三
十
一
日
ま
で
の
在
任
特
例
を

適
用
、
七
十
二
名
の
議
員
で
議
会
運
営
を
実

施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
中
で
も
六
月
定

例
市
議
会
に
お
い
て
は
、
執
行
部
四
役
、
議

会
の
各
人
事
も
既
に
決
定
し
、
よ
う
や
く
平

成
十
六
年
度
予
算
に
対
す
る
本
格
的
な
審
議

に
入
る
こ
と
が
で
き
、
活
発
な
る
議
論
の
末
、

総
額
約
２
０
２
億
円
（
一
般
会
計
）
の
予
算

を
議
決
し
、
予
算
執
行
を
早
急
に
実
施
す
る

こ
と
で
合
併
後
滞
っ
て
い
た
地
域
経
済
活
性

化
の
一
助
に
と
、
議
会
と
し
て
可
及
的
速
や

か
な
各
種
事
務
、
事
業
の
執
行
を
要
望
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
ん
な
中
、
七
月
に
は
福
島
県
の
一
部
及

び
中
、
下
越
地
方
を
襲
っ
た
局
地
的
な
豪
雨

に
よ
り
三
条
市
、
見
附
市
、
中
之
島
町
を
中

心
に
河
川
堤
防
決
壊
に
よ
る
大
水
害
に
見
舞

わ
れ
、
土
砂
災
害
等
を
含
め
十
五
名
も
の
尊

い
人
命
が
失
わ
れ
、
昭
和
四
十
二
年
八
月

二
十
八
日
に
発
生
し
た
羽
越
大
水
害
を
思
い

起
こ
さ
せ
る
大
惨
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
地
方
分
権
と
叫
ば
れ
既
に
相
当
の

阿
賀
野
市
の
将
来
に
夢
と
安
心
を
！

阿
賀
野
市
議
会
議
長
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阿
賀
野
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田　

富　

雄　

黎
明
の
刻
を
迎
え
て

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
平
成
乙
酉
（
き
の
と
と
り
）
十
七

年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
生
阿
賀

野
市
の
明
る
く
豊
か
で
平
和
な
限
り
な

い
繁
栄
と
、
市
民
各
位
の
ご
多
祥
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
の
新
潟
県
は
、
春
先
の
竜
巻
か

ら
、
梅
雨
前
線
の
停
滞
に
よ
る
七
・
一
三

中
越
大
水
害
を
始
め
集
中
豪
雨
の
多

発
、
本
土
上
陸
十
回
に
も
及
ぶ
台
風
襲

来
の
新
記
録
、
夏
に
は
記
録
的
な
日
照

り
続
き
と
、
正
に
異
常
気
象
の
連
続
で

あ
り
ま
し
た
。
加
え
て
、
十
月
二
十
三

日
の
中
越
大
地
震
の
発
生
と
、
度
重
な

る
余
震
は
い
ま
だ
に
納
ま
ら
ず
、
水
害

で
十
五
名
、
地
震
で
四
十
名
の
犠
牲
に

な
ら
れ
た
方
々
の
ひ
た
す
ら
な
ご
冥
福

と
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
祈

念
い
た
し
ま
す
。

　

顧
み
ま
す
と
、
昭
和
四
十
二
年
八
月

二
十
八
日
発
生
の
羽
越
大
水
害
に
、
安

田
町
長
就
任
四
か
月
目
に
し
て
遭
遇

し
、
七
名
の
尊
い
人
命
を
失
っ
た
私
に

は
、
い
ま
だ
に
当
時
の
お
顔
が
目
前
に

浮
か
び
、
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
こ
の
度
の
災
害
地
の
ご
遺
族

は
も
ち
ろ
ん
市
町
村
長
の
皆
さ
ん
や
被

災
者
の
ご
心
労
は
さ
ぞ
か
し
と
心
か
ら

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
様
に
、
昨
年
は
、
二
度
と
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
受
難
の
年
で
あ
り
ま
し

た
が
、
四
月
に
船
出
を
し
た
阿
賀
野
丸

は
、
国
の
三
位
一
体
行
財
政
改
革
で
、

国
と
地
方
六
団
体
代
表
の
協
議
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
前
途
は
厳
し
い
の
一
語
に

尽
き
る
結
末
と
な
り
ま
し
た
。

　

所
詮
は
、
明
治
以
降
の
太
平
洋
側
優

先
の
国
の
政
策
か
ら
、
戦
後
の
税
制
改

正
、
特
に
地
方
交
付
税
の
制
定
に
よ
り

国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
策
が
講
じ
ら
れ

て
き
ま
し
た
の
が
、
バ
ブ
ル
の
崩
壊
に

よ
る
地
方
切
捨
て
と
言
う
「
生
け
に
え

的
」
な
行
財
政
改
革
の
結
果
で
あ
り
ま

し
た
。
理
由
は
判
り
ま
す
が
納
得
で
き

か
ね
る
不
公
平
感
を
抱
く
者
は
私
だ
け

で
は
な
い
は
ず
で
、
最
後
は
小
泉
総
理

の
大
英
断
に
か
か
わ
る
問
題
と
判
断
い

た
し
て
お
り
ま
す
。
い
ち
早
く
合
併
に

踏
み
切
っ
た
南
部
郷
四
か
町
村
は
ま
だ

良
い
方
で
、
未
定
の
弱
小
町
村
に
は
大

変
な
将
来
が
待
ち
受
け
て
い
る
こ
と
を

予
測
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
新
市
発
足
当
初
か
ら
人

類
が
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

二
十
一
世
紀
と
言
う
激
動
の
時
代
に
、

総
力
を
結
集
し
て
積
極
的
に
対
処
で
き

る
総
合
計
画
を
策
定
し
、
国
道
四
九
号

安
田
・
水
原
バ
イ
パ
ス
、
安
野
川
改
修

等
国
県
営
事
業
の
促
進
に
努
め
る
と
共

に
、
本
年
か
ら
新
た
に
着
手
の
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
整
備
に
合
わ
せ
、
下
黒
瀬
地

区
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
方
式
を
取
り
入
れ

た
「
福
祉
の
道
の
駅
」
実
現
に
努
力
す

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
旦
白
紙
と
な
り
ま
し
た
白

鳥
荘
の
改
築
は
、
民
間
活
力
に
よ
る
特

養
と
合
わ
せ
県
計
画
の
平
成
十
九
年
度

竣
工
を
目
指
す
一
方
、
懸
案
の
水
原
郷

病
院
の
改
築
に
つ
い
て
は
、
慎
重
か
つ

時
勢
に
即
応
し
た
総
合
病
院
実
現
の
た

め
、
鋭
意
検
討
中
で
あ
り
ま
す
の
で
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

紙
面
の
都
合
で
詳
細
は
総
合
計
画
で

お
示
し
致
し
ま
す
が
、
い
よ
い
よ
少

子
高
齢
社
会
を
迎
え
福
祉
も
大
切
で
す

が
、
教
育
問
題
は
寸
刻
も
ゆ
る
が
せ
に

で
き
ず
、
統
合
問
題
も
含
め
教
育
委

員
会
の
答
申
待
ち
で
あ
り
ま
す
。
幸
い

阿
賀
野
テ
ク
ノ
タ
ウ
ン
構
想
の
夢
も
実

現
し
ま
し
た
。
食
と
農
、
観
光
等
、
阿

賀
野
市
は
正
に
黎
明
の
刻
を
迎
え
ま
し

た
。

　

今
年
は
、
私
の
干
支
「
乙
酉
」
で
あ

り
ま
す
。
干
支
に
ち
な
み
今
年
も
コ
ツ

コ
ツ
と
休
む
こ
と
な
く
努
力
を
積
み
重

ね
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
新

市
発
展
の
た
め
一
層
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

年
月
が
経
過
し
て
お
り
ま
す
が
、「
骨
太
方

針
二
〇
〇
四
」
に
沿
っ
た
、
最
重
要
課
題
と

な
る
べ
き
「
三
位
一
体
の
改
革
」
が
進
め
ら

れ
、
市
町
村
合
併
、
道
州
制
な
ど
地
方
分
権

型
行
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
合
わ
せ
、
国
庫

補
助
負
担
金
の
削
減
、
地
方
交
付
税
の
見
直

し
、
こ
れ
ら
に
伴
う
税
源
移
譲
等
に
よ
り
地

方
の
裁
量
度
を
よ
り
大
き
く
し
、
ま
さ
に
地

方
分
権
に
即
し
た
も
の
と
す
べ
き
改
革
が
進

め
ら
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
国
庫
補
助
負
担
金
削
減
に

あ
っ
て
は
総
論
賛
成
、
各
論
反
対
の
観
が
否

め
な
い
の
も
事
実
で
す
。

　

折
り
し
も
、
十
月
二
十
三
日
午
後
五
時

五
十
六
分
、
新
潟
県
中
越
地
方
で
震
度
七
の

地
震
が
発
生
、
四
十
名
も
の
大
勢
の
犠
牲
者

を
出
す
未
曾
有
の
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
有
数
の
豪
雪
地
帯
に
お
け
る
冬
は
長

く
、
不
安
に
駆
ら
れ
な
が
ら
雪
解
け
ま
で
耐

え
忍
ぶ
こ
と
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
こ
と
は
、
必
然
的
に
復
旧
作
業
の
遅

れ
と
、
二
次
災
害
の
危
険
を
抱
え
た
ま
ま
越

冬
す
る
と
い
う
厳
し
い
現
実
と
な
り
ま
す

が
、
雪
国
の
定
め
で
ま
さ
に
関
東
、
関
西
地

方
で
は
想
像
す
ら
出
来
な
い
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
三
位
一
体
改
革
の
中
で
の
国

庫
補
助
負
担
金
の
削
減
に
絡
み
、
い
く
ら
税

源
移
譲
し
た
と
し
て
も
今
回
の
中
越
地
震
の

よ
う
な
大
災
害
に
対
し
て
は
、
そ
の
被
害
規

模
は
莫
大
な
も
の
で
、
到
底
地
方
自
治
体
が

賄
い
き
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
誰
も
が

認
め
る
と
こ
ろ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

せ
め
て
も
の
願
い
は
、
被
災
さ
れ
た
方
々

に
迫
り
来
る
厳
し
い
自
然
界
の
掟
に
、
越
後

4

4

人4

気
質
特
有
の
粘
り
強
い
心
で
越
冬
で
き
る

よ
う
、
国
・
県
等
関
係
機
関
か
ら
の
温
か
い

支
援
、
援
助
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
こ
に
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福

と
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
我
が
阿
賀
野
市
議
会
と
し
て

も
、
市
当
局
に
対
し
積
極
的
に
政
策
提
言
し
、

目
指
す
は
「
市
民
が
将
来
に
夢
と
希
望
を
も

ち
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

進
め
る
こ
と
を
お
約
束
し
、
市
議
会
を
代
表

し
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

3
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清水　咲
さき

子
こ

 さん

（京ヶ島・平成 5年生まれ）

渡部　大
だい

介
すけ

 さん

（島瀬・平成 5年生まれ）

中川　武
たけ

常
つね

 さん

（布目・昭和 20 年生まれ）

佐藤　一
はじめ

 さん

（下里・昭和 20 年生まれ）

横田　ミサ さん

（小河原・明治 42 年生まれ）

鈴木　政
まさ

衛
えい

 さん

（籠田・大正 10 年生まれ）

酉
とり

年生まれの人は！？
　先見の明があり、頭の回転も速く人より一歩進んだ考えをもっ

ています。将来の見通しも確かなので、計画的でムダの無い生

き方をします。仕事熱心さと几帳面さ、人づきあいの良さもあ

りますので若くして出世する人も多く、また多方面でまとめ役

として大活躍します。

酉年生まれの
みなさ～ん
酉年生まれの
みなさ～ん

大滝　りさ さん

（上江端一・平成 5年生まれ）

中島　告
つげる

 さん

（堀越・昭和 32 年生まれ）

長谷川　イク さん

（折居・昭和８年生まれ）

酒井　健
たけし

 さん

（緑町・昭和８年生まれ）

五十嵐　由
ゆ

美
み

 さん

（保田・昭和 44 年生まれ）

鈴木　範
のり

彦
ひこ

 さん

（笹岡・昭和 32 年生まれ）

本間　新
しん

一
いち

 さん

（粕島・昭和 44 年生まれ）

立川　大
だい

輔
すけ

 さん

（上蔵野・昭和 56 年生まれ）

中島　亜
あ

紗
さ

美
み

 さん

（堀越・昭和 56 年生まれ）

曽我　謙
けん

次
じ

 さん

（上高田・平成５年生まれ）

とり
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調査結果

調査の概要
　■調査対象　市内在住の 20 歳以上の方、6,000 人

　■調査時期　7 月下旬～ 8月上旬

　■回収結果　回収票数：2,539、回収率 42.3％（男女比：男性 37.1％　女性 50.9％　不明 12.0％）

　市では、新しい市政を運営していく上で最も基本となる「阿賀野市総合計画」の策定を進めています。

総合計画とは長期的な展望のもと目指すべき将来の姿（市の将来像）と、それを実現するために必要と

なる諸施策の指針を定めるものですが、策定にあたり市民の皆様のご意見を反映させるため「市民アン

ケート調査」を実施しました。先月号に引き続き、その結果の概要をご紹介します。

問8 安心して子どもを産み育てたいと思えるような環境をつくるために、あなたは、市が特にどの
ようなことに力を入れるべきだと思いますか。（○は 3つまで）

市民アンケート調査結果
阿賀野市総合計画の策定にあたっての阿賀野市総合計画の策定にあたっての

～その 2～～その 2～

問7 まもなく超高齢化社会が到来するといわれていますが、それに対応するため、あなたは、市が
特にどのようなことに力を入れるべきだと思いますか。（○は 3つまで）

「年金制度や老人医療制度など社会保障を充実させる」という回答が最も多く、これに「寝たきりや一人暮らしの高齢者に対する

在宅福祉サービスを充実させる」や「老人ホームなどの入所施設を整備する」などが続いています。

問9

問10

生涯学習、スポーツ活動を充実させるために、あなたは、市が特にどのようなことに力を入れ
るべきだと思いますか。（○は 3つまで）

学校教育を充実させるために、あなたは、市が特にどのようなことに力を入れるべきだと思い
ますか。（○は 3つまで）

「育児休業など子育てと仕事を両立できる職場環境づくりを促す」が最も多く、これに「子育て家庭への経済的な支援を充実させる」

や「未満児保育、学童保育など保育サービスを充実させる」などが続いています。

「既存の生涯学習施設、スポーツ施設の設備を充実させる」という回答が最も多かったのに対して、「新たな生涯学習施設、スポー

ツ施設の整備する」という回答は少数でした。また、指導者の育成や専門分野の高度な学習機会の提供を望む声が多くなっています。

「社会体験、自然体験などの機会を増やす」が最も多く、これに「少人数学級、複数教員による指導など少人数教育や体験的、実践

的な学習の機会を増やす」や「ボランティアなど体験的、実践的な学習の機会を増やす」などが続いています。

年金制度や老人医療など社会保障を充実させる

寝たきりや一人暮らしの高齢者に対する在宅福祉サービスを充実させる

老人ホームなどの入所施設を整備する

高齢者の働く場の確保、就労あっせんなど支援を充実させる

デイサービスやショートステイなどの短期入所施設を整備する

高齢者が気軽に参加できる生涯学習活動など生きがい事業を増やす

健康診断、栄養指導など健康づくりを推進し、病気の予防に力を入れる

移動手段確保のため、市営バスなど公共交通機関を充実させる

高齢者の生活に配慮した住宅の建築や改装に対する助成を充実させる

高齢者に対するボランティア活動を育てる

老人憩いの家などくつろぎの場を整備する

高齢者が気軽に参加できるスポーツ事業など健康増進事業を増やす

段差解消など高齢者の利用に配慮した公共施設の整備を進める

その他

わからない

無回答

40.7

35.1

33.4

30.1

23.0

22.0

20.2

14.2

10.9

10.2

9.6

8.8

7.7

1.1

1.1

3.8

57.9

45.5

39.1

34.9

31.3

26.5

15.7

2.1

2.4

4.6

31.9

31.2

29.6

28.7

26.0

22.8

15.3

15.0

7.8

2.2

8.9

6.2

39.5

31.7

31.2

26.9

20.2

18.6

17.6

16.7

13.7

10.9

2.5

5.8

6.2

（％）

（％）

社会体験、自然体験などの機会を増やす

少人数学級、複数教員による指導など少人数教育を進める

ボランティアなどの体験的、実践的な学習の機会を増やす

地域環境を守る意識や実践力を養成する環境教育を進める

国際化に対応できるコミュニケーション能力の育成を進める

近隣学校との集合指導や交流学習により小規模校を活性化する

情報化社会に対応できる情報活用能力の育成を進める

小規模校を適正な規模とするため学区の再編を進める

小規模校を適正な規模とするため統廃合を進める

小中一貫教育、２学期制など新しい教育システムを導入する

その他

わからない

無回答

既存の生涯学習施設、スポーツ施設の設備を充実させる

指導者を育成する

講座や講習、スポーツ教室などの専門分野の高度な学習機会を提供する

生涯学習、生涯スポーツに関する情報提供と相談窓口を充実させる

学習成果を活かした地域づくりや社会参加活動を促す

学校の教室（余裕教室や特別教室）施設を開放する

情報通信技術（IT）を活用した学習システムを整備する

社会教育主事（市職員）など専門職員を充実させる

新たな生涯学習施設、スポーツ施設を整備する

その他

わからない

無回答

（％）

育児休業など子育てと仕事を両立できる職場環境づくりを促す

子育て家庭への経済的な支援を充実させる

未満児保育、学童保育など保育サービスを充実させる

新生児医療、小児救急など医療を充実させる

地域ぐるみで子育てを支援する体制を整備する

公園など子どもを安心して遊ばせることができる施設を整備する

育児に関する相談体制を充実させる

その他

わからない

無回答

（％）
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　また、大変多くの「自由意見」もいただきました。貴重なご意見ありがとうございました。
　詳細な「調査報告書」（「自由意見」も掲載しています）につきましては、各ご家庭でもご覧いただけるよう、各自治会へ回
覧用の冊子を配布しました。また、市のホームページに掲載しているほか、ご希望の方には、市役所企画政策課、および各支
所での配布もしています。
　今後は、この調査結果を十分検討し、計画策定に反映させていきたいと考えています。

問い合わせ　市役所企画政策課 企画政策係　☎６２－２５１０　内線２８１

施設使用料など、利用する
人としない人の公平性を保
つため、利用する人（サー

ビスを受ける人）がある程度の費用を負
担することが必要だという考え方につい
て、あなたは、どう思いますか。（○は1つ）

問17

問 12

利用していない

携帯電話で利用している

自宅のパソコンで利用している

学校、職場のパソコンで利用している

無回答

あなたは、インターネットや電
子メールを利用していますか。
（○はあてはまるものすべて）

インターネットなどの利用状況については「利用し

ていない」という回答が半数近くを占めました。

「今後も利用するつもりはない」が最も多く、これ

に「近い将来、利用したい」が続いています。

問 12 で「利用していない」

をお選びの方におたずね

します。あなたは、今後の利用について

どのようにお考えですか。（○は１つ）

47.8

32.3

24.3

14.6

6.5

今後も利用するつもりはない

近い将来、利用したい

今すぐにでも利用したいが、
どうすればよいかわからない

わからない

無回答

31.3

26.3

12.0

23.2

7.3

問12－1

（％）

（％）

問11
地球規模での環境問題がクローズアップされていま
すが、あなたは、市が特にどのようなことに力を入
れるべきだと思いますか。（○は 3つまで）

ごみの減量化と資源にリサイクル化
などごみ対策を充実させる

不法投棄などの監視活動を強化する

犬、猫などペット動物によるフン害を防止する

河川などの水環境を保全する

まちの美化や清掃運動を推進する

事業者に対する環境保全の指導を行う

里山や山林を保全、整備する

水質汚濁等の監視と指導を強化する

市民のリサイクル運動に対し支援する

省エネ対策と自然エネルギーの利用を進める

環境保全のための情報を提供する

市民などが行っている環境保全活動を支援する

環境にやさしい製品の購入を促す

市民の生垣や庭木による緑化を推進する

環境条例など制度的な枠組みを整備する

市として ISO14001 の認証を取得する

その他

わからない

無回答

28.0

21.7

21.1

19.2

14.8

14.3

13.2

13.0

11.7

10.5

10.1

7.2

7.1

6.9

6.6

1.7

2.6

4.5

（％）

45.7

「ごみの減量化と資源のリサイクル化などごみ対策を充実する」が最も多

く、これに「不法投棄などの監視活動を強化する」が続いています。

問13
情報技術が急速に発展し情報機器が普及してい
ますが、あなたは、市に対して情報化の面で何
を期待しますか。（○は 3つまで）

無回答

電子メールで市政に関する情報が定期的に届くようにする

わからない

その他

税金や使用料などの支払を、インターネットにより自宅や
職場からできるようにする（ウ）

光ファイバー回線などの通信基盤を整備し、高速で大量の
情報を送れるようにする

市のホームページから取り出せる市政に関する情報の質と
量を向上させる

公共施設の利用予約を、インターネットにより自宅や職場
からできるようにする（イ）

自宅や職場でインターネットを利用できなくても、必要な
情報が簡単に入手できるような仕組みをつくる

市役所への届出、申請などの手続きを、インターネットに
より自宅や職場からできるようにする（ア）

自宅や職場でインターネットを利用できなくても、公共施設やコンビニエンススト
アに専用端末を設置して、（ア）、（イ）、（ウ）のサービスが受けられるようにする

「自宅や職場でインターネットを利用できなくても、必要な情報が簡単に入手でき

るような仕組みをつくる」が最も多く、それに「市役所への届出、申請などの手続

きをインターネットにより自宅や職場からできるようにする」が続いています。

（％）

37.0

29.1

17.5

16.4

15.9

11.7

10.6

7.8

3.0

20.3

9.9

問14

アンケート等によりできるだ

け数多くの市民の意見を聞く

各種計画についての情報公開

を充実させる

意見、要望を話し合う市政懇

談会などの開催数を増やす

まちづくり条例の制定など市民参

加のための仕組みづくりを行う

各種の委員会や審議会の公募

委員の数を増やす

ＮＰＯなどの市民団体に対す

る支援や協力を行う

その他

わからない

無回答

市政への市民参加をより活性化す
るために、あなたは、市が特にど
のようなことに力を入れていくべ
きだと思いますか。（○は3つまで）

62.9

47.1

35.8

28.5

10.9

9.9

1.4

8.2

8.2

「アンケート等によりできるだけ数多くの市民の意見

を聞く」が最も多く、これに「各種計画についての情

報公開を充実させる」が続いています。

（％）

施設使用料など利用する

人がある程度の費用を負

担することが必要だとい

う考え方について、６割

強の人が賛成し、否定す

る意見は 2割に満たない

状況でした。

そう思う

そうは思わない

わからない

その他

無回答

63.4

17.7

10.4

1.3

7.3

（％）

あなたは、どのようにしてまちづく
りに関わっていきたいと思いますか。
（○は 3つまで）

問15

「市政ポスト（公共施設などに専用はがきを置き、市民から
市政に対する意見を寄せていただくもの）などを利用する」
が最も多く、これに「自治会活動へ参画する」、「市議会議
員を通して意見を伝える」の順となっています。

市政ポストなどを利用する

自治会活動へ参画する

市議会議員を通して意見を伝える

市政懇談会などへ参加する

顔見知りの市の職員に意見を伝える

各種団体を通して意見を伝える

ボランティア・NPO活動などへ参画する

まちづくりについて特に自ら関わろうとは思わない

役所に出向き直接関係のある課などに意見を伝える

自主的なまちづくり勉強会などへ参画する

各種計画等の策定委員会などへ参画する

その他

わからない

無回答

29.5

24.2

18.7

16.5

11.4

10.8

10.6

9.5
8.4

3.6

1.5

15.2
8.2

10.2

（％）

行財政を改革するには、あなたは、市が
特にどのようなことに取り組むべきだと
思いますか。（○は 3つまで）

「民間の経営感覚を見習い、さらに経費を節減する」が最も多く、
これに「行政組織をスリムにし、人件費などを抑制する」が続き、
いずれも４割を超えました。

問16

民間の経営感覚を見習い、さらに経費を節減する

行政組織をスリムにし、人件費などを抑制する

市の助成金、補助金の制度を見直す

支所の業務（業務量や職員数など）を見直す

行政がやるべき業務の範囲を見直す

公共施設の統廃合を進める

公共施設の運営を民間や市民団体に委託する

公共施設の使用料を見直す

行政サービスの提供にあたり、負担能力（所得など）を考慮する

行政評価や政策評価システムを導入する

その他

わからない

無回答

42.5

41.5

22.7

22.0

21.0

12.8

12.2

12.0

11.9

8.4

1.7

9.5

8.3

（％）

問18
あなたは、合併して良くなったとお感じ
になることは、どのようなことですか。
（○はあてはまるものすべて）

「特にない」が最も多く、これに「市になり地域イメージが向

上した」が続いています。また、「役所の窓口が増えて便利に

なった」や「行政サービスが向上した」は４％台と低い結果と

なりました。

特にない

市になり地域イメージが向上した

様々な公共施設を利用しやすくなった

市域全体（旧南部郷の地域）の連帯感が高まった

役所の窓口が増えて便利になった

行政サービスが向上した

その他

わからない

無回答

48.2

19.9

8.7

8.6

4.8

4.1

3.9

11.1

8.2

（％）

問19

「特にない」が最も多く、それに「市役所や支所が以前より遠

い存在に感じる」、「負担が大きくなった」が続いています。

特にない

市役所や支所が以前より遠い存在
に感じる

負担（施設使用料等）が大きくなった

地域の連帯感が薄れてきた

市役所や支所の窓口で用事の足り
ないことが多い

旧町村間の住民感情にわだかまり
が生じた

その他

わからない

無回答

あなたは、合併して悪くなったとお感じ
になることは、どのようなことですか。
（○はあてはまるものすべて）

28.7

23.9

14.3

13.5

12.8

10.9

5.8

12.9

9.9

（％）
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男性

女性 28.8

64.3 30.9

17.254.0

4.84.8 男性

女性

24.3

20.873.4

73.81.01.0

5.75.7

　阿賀野市では、市民一人ひとりの個性を尊重し、多様な選択を認め合い、個人の能力を十分に発揮でき

るまちづくりを目指し、「男女共同参画計画」の策定に取り組んでいます。

　今回は、主に「地域、職場での男女の平等感」をとりあげ、調査結果をお知らせします。

調 

査 

の 

概 

要

■調査対象…………………… 市内在住の 20 代から 60 代の市民 3,000 人
■調査時期…………………… 8月 1日～ 8月 12 日　
■回収結果…………………… 回収票数：1,052　回収率 35.1％
 （男女比：男性 33％　女性 55％　不明 12％）
■調査内容……………………「地域における男女平等の意識について」
 「家庭における男女平等の意識について」
 「セクシャルハラスメント・ドメスティックバイオレンスについて」
 「女性の社会参画について」など

～市民意識調査結果報告　その2～

■なかなか相談できないけれど・・・  深刻な問題

　 セクシャルハラスメント（＝セクハラ）については、女性の 30％、男性の 5％が受けた経験があると答えています。
　一般的に女性が被害者になると考えられがちですが、セクハラの具体例からもわかるように、男性も受けている場合
があるのです。
　また相手に対して親しみを込めたつもりの行動も、相手が嫌と感じた場合はセクハラになるため、男女の意識の相違
が問題となります。職場などでは「女性にどう接したらいいかわからない…」という男性も少なくありません。
　ドメスティックバイオレンス（＝ＤＶ）については受けた経験がある、受けた人の話を聞いたと答えた人をあわせると、
男女とも約 3割を占めています。これまでは、主に家庭内の問題とされていたのが現状ですが、平成 13 年にＤＶ防止
法が施行され、また昨年の法改正により、今後被害者に対するより一層の社会的支援が望まれています。
　セクハラ、ＤＶの被害者は「相談するのが恥ずかしい…」「この程度のことは我慢するべき？」などと考えるケースが
多いことから、相談することができずに一人で抱えこんでしまいがちであり、それゆえに重要な人権問題なのです。わ
たしたち一人ひとりが、これは個人の問題ではなく、社会全体の問題であると考える必要があります。

グラフⅠ セクシャルハラスメントの経験について グラフⅡ ドメスティックバイオレンスの経験について

１. セクシャルハラスメント・ドメスティックバイオレンスについて

 セクシャルハラスメントとは・・・
　相手を不快な気分にさせるような性的な言動を行うことに

より、相手の仕事に不利益を与える、また職場環境を著しく

悪化させること。

具体的には・・・
　＊性的な噂をたてたり、性的なからかいの対象とすること

　＊性的な内容の電話をかけたり、性的なＥメールを送ること

　＊スリーサイズなど身体的特徴を話題にすること

　＊食事やデートにしつこく誘うこと

　＊ 身体に不必要に接触すること　　　など

また、性別による差別にもとづくものとして、

　＊お茶くみ、私用などを強要すること

　＊酒席でお酌、デュエット、チークダンスなどを強要すること

　＊ 『男のくせに根性がない』『女には仕事を任せられない』

などと言うこと

　　このような場合も該当します。

 ドメスティックバイオレンスとは・・・
　配偶者（元配偶者も含む）や恋人など親密な関係にある男

女の間柄でどちらか一方から継続的にふるわれる暴力のこ

と。「夫婦げんか」など個人的事情の範囲を超え、個人の人

権を侵害する行為

具体的には・・・
　＊殴る、蹴る、物を投げる、突き飛ばすなどの行為

　＊殴るふりをする、脅すなどの行為

　＊性的な雑誌、ビデオなどを無理やり見せるなどの行為

　＊何を言っても長時間無視し続けるなどの行為

　＊大声で怒鳴ったり罵ったりすること

　＊ 「誰のおかげで生活できるんだ」「出て行け」などど言

うこと

　＊交友関係や電話、手紙などを細かくチェックすること

など

２. 女性の社会参画について

グラフⅢ あなたの職場で実際にあると思われるものを選んでください。（いくつでも）

　男女ともに「1. お茶くみなどは女性がすることが多い」と答えた人が多く、次いで女性では「7. 仕事と家庭の両立が

難しい環境である」男性では「3. 職場の方針、計画は男性で決定することが多い」と答えた人が多くなっています。職

場での男女の役割、主に女性の肩にかかっている家事等の負担について見直してみる必要があります。

グラフⅤ 男女共同参画社会推進のために市が力をいれていくべきことを 3つまで選んでください。

グラフⅣ 地域団体のリーダー、様々な方針決定の場に女性が少ないと思う理由を 2つまで選んでください。

　男女ともに「6. 社会通念上、そのような場合は男性が出るものという意識がまだ強い」が多く、昔からの慣習が根付

いている地域が多いことが伺えます。次いで女性では「2. 家事・育児等の負担が大きく時間的余裕がない」、男性では「1. 女

性自身がそのような役職につきたがらない」と答えた人が多く、男女の意識に差が見られます。

　男女ともに「4. 女性が働きやすい環境づくり等、企業に積極的に働きかける」と答えた人が多く、次いで「7. 保育、

介護サービスの充実を図る」と答えた人が多い結果となりました。今後、仕事と家庭を両立できる労働環境の整備が望

まれます。

男性

女性 28.8

64.3 30.9

17.254.0

4.84.8 男性

女性

24.3

20.873.4

73.81.01.0

5.75.7

 受けた経験あり　  受けた経験なし　  受けた人の話を聞いた

10.1
11.1

7.7
8.6

13.1

5.2
4.2

8.7
10.4

5.7
5.3

4.2
5.8

0.2
0.4

20.9
17.5

16.8 24.2

20.0

14.3
20.2

23.8
19.6

12.6
7.4

9.8
10.3

10.8
11.1

0.6
0.5

28.1

31.1

21.4
21.4

13.8
13.2
14.1

12.7
10.1

11.2
7.7

8.6
8.1

14.2
1.8
2.6
2.3
2.3
2.5
2.3

15.1

16.3

21.4
21.4

13.8
13.2
14.1

12.7
10.1

11.2
7.7

8.6
8.1

14.2
1.8
2.6
2.3
2.3
2.5
2.3

15.1

16.3

14.3
20.2

23.8
19.6

12.6
7.4

9.8
10.3

10.8
11.1

0.6
0.5

28.1

10.1
11.1

7.7
8.6

13.1

5.2
4.2

8.7
10.4

5.7
5.3

4.2
5.8

0.2
0.4

20.9
17.5

16.8 24.2

20.0

31.1

01. 職種にかかわらず、お茶くみなどの雑用は女性がすることが多い

02. 同期、同年齢で入社した男性との賃金、昇給の差がある

03. 職場の方針、計画は男性で決定することが多い

04. 女性は昇進・昇格が遅い、または望めない

05. 女性は同じポストの男性より出張、視察、研修などの機会が少ない

06. 募集や採用人数で女性は男性より不利である

07. 仕事と家庭（育児、保育、介護など）の両立が難しい環境である

08. 定年の年齢に男女差がある

09. 結婚・職場結婚退職制度（慣行も含む）がある

10. 出産退職制度（慣行も含む）がある

01. 教育の場における男女共同参画社会の学習の充実を図る

02. 広報紙等により男女共同参画社会に対する啓発を行う

03. 政策・方針決定の場に女性を積極的に登用する

04. 女性が働きやすい環境づくり等、企業に積極的に働きかける

05. 女性問題等相談窓口の充実を図る

06. 各種団体の女性リーダーの養成に力を入れる

07. 保育、介護サービスの充実を図る

08. 女性のため、男性のための学習講座の充実を図る

09. 健康対策等の充実を図る

10. その他

01. 女性自身がそのような役職につきたがらない

02. 家事・育児等の負担が大きく時間的余裕がない

03. 組織活動に対する知識、経験が不足している

04. 指導力のある女性が少ない

05. 行政機関等が方針決定の場への女性の登用に消極的

06. 社会通念上、そのような場合は男性がでるものという意識がまだ強い

07. その他
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03. 職場の方針、計画は男性で決定することが多い

04. 女性は昇進・昇格が遅い、または望めない

05. 女性は同じポストの男性より出張、視察、研修などの機会が少ない

06. 募集や採用人数で女性は男性より不利である

07. 仕事と家庭（育児、保育、介護など）の両立が難しい環境である

08. 定年の年齢に男女差がある

09. 結婚・職場結婚退職制度（慣行も含む）がある

10. 出産退職制度（慣行も含む）がある

01. 教育の場における男女共同参画社会の学習の充実を図る

02. 広報紙等により男女共同参画社会に対する啓発を行う

03. 政策・方針決定の場に女性を積極的に登用する
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07. 保育、介護サービスの充実を図る
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03. 職場の方針、計画は男性で決定することが多い
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07. 仕事と家庭（育児、保育、介護など）の両立が難しい環境である
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01. 教育の場における男女共同参画社会の学習の充実を図る

02. 広報紙等により男女共同参画社会に対する啓発を行う

03. 政策・方針決定の場に女性を積極的に登用する

04. 女性が働きやすい環境づくり等、企業に積極的に働きかける

05. 女性問題等相談窓口の充実を図る
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10. その他

01. 女性自身がそのような役職につきたがらない
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★ 女性は家事・育児の負担が大き
くて仕事は二の次で、探すとき
はその状況でも可能な仕事を探
す。だからもちろん重要なポス
トには就けない。（40 代女性）

★ 女性が働きやすい環境とは、職場環境、
待遇改善、保育・介護サービスの充実
が大切なのは当然だが、それ以前に家
族（夫、親）の意識改革が必要だと思う。

（50 代女性）

★ 男女平等と言いつつも社会では
ぜんぜん男性が優遇である。一
人ひとりが、特に年配の男性が
変わらなければ何も変わらな
い !（30 代女性）

★ 職場で男女平等などと言われているが、男性でなければで
きない力仕事、女性でなければできないきめ細かい作業な
ど、お互い立場を理解しあい、働けたらと思います。セク
ハラなどとよく聞きますが、男性の方も女性よりセクハラ
的な行動を受けることがあるのでは？（30 代女性）

★ 再就職するとき、ある会社に面接を受けて受
かったが、やっぱり結婚して子どもがいるから
と内定を取り消された。マジむかついた！ かな
り差別された。今もそういう会社が多いと思う。

（20 代女性）

★ 職場においては男性の立場でしか物事が決められ
ていない場合が多く、どちらかと言えば女性を軽
視する風潮にあるところが多いのでは？ 男女平等
とは言え、まだまだ女性の立場は弱いと思います。

 （40 代女性）

★ 今も女性が不利だと思う。何でも女性が、お茶くみ、雑
用をやらされている。市役所もそうだ。女性がお茶くみ
をしている。自分でできるなら男性も自分のお茶くらい
自分でくめ！ 女は何でも屋じゃない！ 一番がんばってい
るのは家事・育児＋仕事をしている女性だ！（20 代女性）

3. 職場での男女共同参画の実態は？　～阿賀野市職員に聞きました～

グラフⅧ
女性の社会参画を進めるために、男性も積極的に育児・介護休暇をとるべきだという考えがありま

すが、あなたはどう思いますか？１つ選んでください。

　男女共同参画社会の問題は、その内容が福祉、労働、教育など様々な分野に及ぶことから、庁内全体で

取り組んで行く必要があります。今回の市民意識調査とあわせ、市職員の意識調査もおこないました。調

査結果より「職場における男女平等の意識」についてお知らせします。

調
査
の
概
要

■調査対象…………………… 阿賀野市全職員 966 名（市消防本部、水原郷病院を含む）
■調査時期…………………… 7月 8日～ 7月 20 日
■回収結果…………………… 回収票数：739　回収率 76.5％（男女比：男性 43％　女性 52％　不明 5％）
■調査内容……………………「地域における男女平等の意識について」「家庭における男女平等の意識について」
 「職場における男女平等の意識について」など
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01. 男性の育児・介護休暇取得は望ましいが、

01. 仕事の形態また立場上難しいと思う

4. その他

3. 育児・介護は女性の方が適しているので

3. 特に男性が取得する必要はないと思う

02. 男性の育児・介護休暇取得は望ましいが、これまでの

02. 慣例等（世間体、同僚の目）などから難しいと思う

グラフⅥ 職場における男女の平等感について グラフⅦ 職場で性別による差別を感じますか？

　職場での平等感を男女で比較すると、「男性優遇」と答えた女性が男性に比べて多く、「女性優遇」と答えた男性が女
性に比べて多くなっており、また性別による差別については男性の 34％、女性の 37％が「時々感じる」または「よく
感じる」と答えています。
　どんな場合（事柄）に差別を感じるかについては「お茶を出すのは主に女性の役割である」「昇進・昇格に差がある」「仕
事の内容に差がある」などの意見が多数を占めました。

　女性が「1. ～仕事の形態また立場上難しい」と「2. ～これまでの慣例等から難しい」がほぼ同じ割合を占めたのに対し、
男性は 1を過半数が占めました。また「4. その他」については「男性も積極的にとるべき」と言う意見が多かったほか、
「休みもとれないので育休などはもっととりにくい…」「男性もとりやすい環境づくりが必要」「一人ひとりが声を出す気
持ちの問題である」などの具体的な意見がありました。

■一人ひとりが意識をあらため、働きやすい職場づくりを！

　市役所をはじめ、多くの職場は男性と女性の協力で成り立っています。男女ともに自分の能力を発揮でき、家庭との
両立を無理なくこなせるような職場環境が理想ですが、実際はなかなか難しいのが現状です。上のグラフにも表れてい
ますが、様々な面で男女間の意識の差が見られます。
　「女性は努力しても昇進・昇格が望めない」「現場作業、時間外労働はほとんど男性である」など、職場でも固定的性
別役割分担意識（※）が存在することにより、女性は庶務的な業務が中心、男性は休暇が取りにくいなどの現状を産み
出していると考えられます。
　まずは行政からこういった意識を変えるとともに、働きやすい環境づくりを企業に対して働きかけていく必要があります。

※固定的性別役割分担意識

　 　一般的に「男は仕事、女は家庭」など、家庭や社会での様々な役割を固定的に分けること。男女は生まれながらに“こうある

もの”と決めつけることにつながりやすく、個人の多様な生き方を阻む原因ともなります。

■男女共同参画社会実現のために・・・
　2回にわたり、男女共同参画社会についての市民意識調査結果についてお知らせしましたが、みなさんはどの

ように感じたでしょうか？ 私たちが毎日の生活の中で「当然のこと」と思っている様々なことについて、あらた

めて「なぜ？」と疑問を持つことが、男女共同参画社会を考えるきっかけになるはずです。

　人としての優しさ、強さ、繊細さ、たくましさなどの要素は、男女どちらにも備わっているものであり、固定

観念としての「男らしさ、女らしさ」の枠をこえた「自分らしさ」を発揮できる社会が求められています。その

ためには「家事・育児も頑張りたいけど、もっと外に出て社会との関わりを持ちたい…」あるいは「仕事はとて

もやりがいがあるけど、もっと家族と一緒の時間もほしい…」などの要求が家庭や地域社会に

受け入れられることが必要です。

　これまで「当然のこと」と考えてきたことを改めるのはとても難しく、また時間もかかります。

市では、男女共同参画計画の策定にあたり、まず職員が意識改革することから始め、徐々に市

民に浸透させていくことを目指していきたいと考えます。

★ 調査のみで終わるのではなく、得
られた結果から具体的な目標を数
値化して公表してほしい。また中
間報告を１～２回行ってほしい。

（20 代男性）

★ いくら法律や行政が男女平等を強調しても、行政を含め組織を構成し
ている男性一人ひとりの意識が変わらなければ全く意味がないものと
思われる。意識改革に関する学習の機会を積極的に設けるなど推進活
動に力を入れ、目に見えるほどの改善を起こしてほしいと思う。

（20 代女性）

★ 女性は家事・育児があり、なかなか時間がとれず、いろん
なものに参加したくてもできない場合があります。子連れ
でも参加できるような学習会などを企画してほしいと思い
ます。（30 代女性）

★ 市民意識調査の前に
役所内で男女差別の
実態を改めるのが先
である。（60 代男性）

★ ＤＶで悩んでいる女
性のための取り組み
をお願いしたい。

（60 代女性）

★ 保育園や小学校の学童保育の時間が短いと残業できず
に会社での立場がつらいものになります。男性の固定
観念も無くすべきだと思います。病児保育の施設も早
くできるといいですね。市になり、良くなった面もあ
りますが悪くなった面もあります。男女が平等に働い
たり生活できる地域にしてください。（20 代女性）

★ 男女共同参画社会を目指すのなら、女性がもっと
働きやすくなるように制度等をきちんとしてほし
い。結婚・妊娠・出産・育児を抱えながらも、そ
れが負担にならず、またこれらのために仕事を辞
めざる女性が出ないように、福祉・厚生をしっか
りするべき。（20 代女性）

★ 団塊の世代の男性の意識を変えること、男は女をパートナーと
考えその人格を認めること、女性は発言したり、仕切ったりす
る力を持つこと、このようなことを進めるために気軽に交流で
きる場や体験談セミナーなどを行政が企画することを望む。

（50 代女性）

★ 地域における労働力の確保、すなわち企
業誘致、あるいはサポート、また地域住
民の雇用促進等が地域社会の生活安定に
つながり、男女平等化が図られると思う。

（50 代男性）

男女共同参画について行政に望むこと

～わたしたちはこう思う！～ 市民の声　～わたしたちはこう思う！～市民の声

 女性の社会参画について

［単位：％］

男性

女性

男性

女性

男性優遇　　　　　やや男性優遇　　　男女平等
やや女性優遇　　　女性優遇　　　　　わからない

特に感じない　　　時々感じる　　　　よく感じる

27.4 7.0

3.2 0.5

33.6 12.7 5.2 7.8

44.0
52.6

42.9
30.0

5.5

11.0
11.9

2.2

22.8

9.1 31.6 5.2 7.8

39.0 7.0

3.2 0.5

63.1

66.1 25.2 8.7

29.8 7.2

01. 男性の育児・介護休暇取得は望ましいが、

01. 仕事の形態また立場上難しいと思う

4. その他

3. 育児・介護は女性の方が適しているので

3. 特に男性が取得する必要はないと思う

02. 男性の育児・介護休暇取得は望ましいが、これまでの

02. 慣例等（世間体、同僚の目）などから難しいと思う

［単位：％］

男性

女性

男性

女性

男性優遇　　　　　やや男性優遇　　　男女平等
やや女性優遇　　　女性優遇　　　　　わからない

特に感じない　　　時々感じる　　　　よく感じる

27.4 7.0

3.2 0.5

33.6 12.7 5.2 7.8

44.0
52.6

42.9
30.0

5.5

11.0
11.9

2.2

22.8

9.1 31.6 5.2 7.8

39.0 7.0

3.2 0.5

63.1

66.1 25.2 8.7

29.8 7.2

01. 男性の育児・介護休暇取得は望ましいが、

01. 仕事の形態また立場上難しいと思う

4. その他

3. 育児・介護は女性の方が適しているので

3. 特に男性が取得する必要はないと思う

02. 男性の育児・介護休暇取得は望ましいが、これまでの

02. 慣例等（世間体、同僚の目）などから難しいと思う

 女性

 男性

［単位：％］
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京
ヶ
瀬
中
柔
道
部

Ｂ
Ｓ
Ｎ
大
会
で
第
3
位

シルバー人材センター
統合契約調印式

　

11
月
25
日
午
後
、
防
犯
協
会
安
田
支
部

主
催
の
も
と
、
交
通
安
全
協
会
安
田
支
部

と
交
通
指
導
員
が
協
力
し
て
、
一
人
暮
ら

し
老
人
の
家
庭
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

安
田
地
区
で
は
10
年
以
上
も
続
い
て
い

る
取
り
組
み
。
77
歳
以
上
の
36
人
の
お
宅

に
訪
問
し
、
戸
締
り
や
鍵
掛
け
、
オ
レ
オ

レ
詐
欺
、
交
通
事
故
な
ど
へ
の
注
意
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　

訪
問
を
受
け
た
方
々
は
「
そ
っ
ぺ
ね

が
っ
た
っ
け
、
ほ
ん
ね
あ
り
が
て
わ
」
な

ど
と
口
々
に
感
謝
の
意
を
表
し
、
話
に
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
７
日
、
新
潟
市
鳥
屋
野
総
合
体
育

館
で
「
第
24
回
Ｂ
Ｓ
Ｎ
中
学
校
柔
道
選
手

権
大
会
」
が
行
わ
れ
、
京
ヶ
瀬
中
学
校
柔

道
部
が
団
体
戦
で
見
事
３
位
と
な
り
ま
し

た
。

　

詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
１
回
戦
】
京　

中
３―

１
新
津
中

【
２
回
戦
】
京　

中
２―

２
白
根
中

　
　
　
　
　

※
内
容
勝
ち

【
３
回
戦
】
京　

中
３―

１
黒
埼
中

【
準
決
勝
】
藤
見
中
２―

２
京　

中

　
　
　
　
　

※
代
表
決
定
戦
負
け

　

11
月
20
日
、「
安
田
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス
タ

２
０
０
４
年
IN
プ
リ
ン
ス
」
と
銘
打
っ
て
、

首
都
圏
安
田
会
の
第
10
回
総
会
が
東
京
プ
リ

ン
ス
ホ

テ
ル
を

会
場
に

開
催
さ

れ
ま
し

た
。

　

10
周

年
記
念

と
い
う

こ
と
も

あ

り
、

地
元
安

田
地
区

か
ら
は

バ
ス
３
台
、
１
１
０
人
余
り
が
参
加
し
、
会

員
・
来
賓
、
総
勢
３
０
０
人
を
超
え
る
皆
さ

ん
が
出
席
。
首
都
圏
在
住
者
と
安
田
在
郷
者

と
の
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
交
流
会
で
は
、「
久

保
神
楽
保
存
会
」・「
安
田
民
謡
協
会
」・「
安

田
鼓こ

と
美み

会
」・「
よ
さ
こ
い
和

な
ご
み

阿
賀
野
連
」

の
皆
さ
ん
に
よ
る
演
芸
が
披
露
さ
れ
和
や
か

な
ム
ー
ド
に
。
ふ
る
さ
と
の
物
産
が
当
た
る

お
楽
し
み
抽
選
会
で
は
当
選
番
号
を
読
み
上

げ
る
度
に
一
喜
一
憂
。
み
ん
な
で
「
安
田
甚

句
」
を
踊
り
、
交
流
会
は
最
高
潮
に
。
最
後

は
全
員
で
「
ふ
る
さ
と
」
を
合
唱
し
、
交
流

と
絆
を
深
め
、
再
会
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

な
お
当
日
、
新
潟
県
中
越
地
震
へ
の
義

援
金
を
募
り
、
出
席
者
の
方
々
か
ら
総
額

１
４
１
、９
３
９
円
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　11 月 22 日、市役所において社

団法人阿賀野市シルバー人材セン

ターと安田町シルバー人材セン

ターの統合契約調印式が行われま

した。

　市長と両センターの理事・監事

の皆さんが見守る中、長谷川均さ

んと保科 巳治さんの両理事長が

協定書に署名、捺印。がっちりと

握手を交わし、今後も地域のため

に活動していくことを誓いまし

た。

10
周
年
記
念
『
首
都
圏
安
田
会
』
総
会
を
開
催

　

12
月
１
日
、
市
交
通
安
全
協
会
で
、

３
ヵ
月
間
チ
ー
ム
で
交
通
事
故
防
止
に
努

め
た
「
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
交
通
安
全
コ
ン

ク
ー
ル
」
の
表
彰
式
と
、
ス
カ
ー
ト
や
エ

プ
ロ
ン
な
ど
に
反
射
材
を
使
っ
た
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
レ
デ
ィ
ー

ス
ド
ラ
イ
バ
ー
の
会
員
自
ら
モ
デ
ル
と
な

り
、
反
射
材
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
役
所
に
会
場
を
移
し
、
市

長
と
市
内
企
業
の
安
全
運
転
管
理
者
を
交

え
た
交
通
安
全
座
談
会
が
開
か
れ
、
企
業

で
実
践
し
て
い
る
交
通
安
全
対
策
や
冬
場

に
向
け
て
の
事
故
防
止
対
策
な
ど
に
つ
い

て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

わたしたちの年賀状
ポストに一番乗り！

　年賀状の受付が始まった 12 月

15 日、阿賀野郵便局で日章幼稚

園児による年賀状お引受け開始式

が行われました。

　今年の干
え

支
と

「とり」の衣装を身

につけた「うめ組」（年長組）の

園児たち 24 人が、思い思いに書

いた年賀状を一人ずつポストに投

かん。元旦に届けてくれるのを心

待ちにしました。また、この日は

受付初日とあって一般客も次々と

訪れ、ポスト前に列ができるほど

でした。

　

平
成
12
年
に
開
設
し
た
身
体
障
害
者
通

所
授
産
施
設
「
ゆ
う
き
の
里
作
業
所
」
の

５
周
年
を
祝
い
、
記
念
式
典
と
収
穫
感
謝

祭
が
12
月
５
日
に
同
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
や
受
託
業
者
へ

の
感
謝
状
贈
呈
な
ど
が
行
わ
れ
た
後
、
こ

の
日
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
へ
。
Ｂ
Ｓ
Ｎ
放
送
局
で
お
な
じ
み

の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
大
倉
修
吾
さ
ん
と
佐
々

木
美
佳
子
さ
ん
が
登
場
し
、
２
人
の
絶
妙

な
掛
け
合
い
に
一
同
大
爆
笑
。
笑
い
あ
り

涙
あ
り
歌
あ
り
と
皆
さ
ん
釘
付
け
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
昼
食
を
は
さ
み
、
地
元
グ

ル
ー
プ
な
ど
に
よ
る
歌
や
踊
り
、
劇
な
ど

を
見
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

12
月
5
日
、
水
原
代
官
所
隣
り
の
水
原

ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資
料
館
で
、
当
販
売

組
合
が
地
元
へ
の
感
謝
と
PR
を
込
め
て
感

謝
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
季
節
外
れ
の
強
風
で
朝
か
ら

大
荒
れ
。
急
き
ょ
屋
内
に
会
場
を
移
し
て

和
菓
子
作
り
の
実
演
販
売
や
草
木
染
め
の

体
験
、
ト
ン
汁
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
、
特
産

品
の
販
売
な
ど
で
お
客
様
を
歓
迎
し
ま
し

た
。

　

地
元
の
人
た
ち
も
た
く
さ
ん
足
を
運
ん

で
く
れ
て
、「
初
め
て
入
っ
た
」
と
い
う

人
も
。
ふ
る
さ
と
の
〝
よ
さ
〞〝
い
い
も

の
〞〝
い
い
場
所
〞
を
知
る
い
い
機
会
に

な
り
ま
し
た
。
主
催
し
た
販
売
組
合
の
組

合
員
か
ら
も「
こ
の
天
気
に
か
か
わ
ら
ず
、

５
０
０
人
近
く
の
お
客
様
が
来
て
く
れ
て

ほ
っ
と
し
た
。
今
ま
で
入
場
者
に
は
伸
び

悩
ん
で
き
た
が
、
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト

を
定
期
的
に
来
年
も
ぜ
ひ
や
り
た
い
」
と

意
欲
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

一
人
暮
ら
し
老
人
宅
を
訪
問

防
犯
・
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け 

若月拓
たくみ

未さん 海津秀
ひでよし

吉さん 長澤孝
たかし

史さん　

渡辺優
ゆうだい

大さん 長谷川裕
ゆうき

樹さん 那須野周
しゅうへい

平さん 加藤健
けんご

吾さん
（全員 2年生）

交
通
事
故
防
止
の
た
め
に

ゆ
う
き
の
里
作
業
所

５
周
年
記
念
収
穫
感
謝
祭

雨
に
も
負
ケ
ズ
風
に
も
負
ケ
ズ
大
盛
況
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氏　　名 自治会名 電　話 担　当　地　域

武
たけ

石
いし

昭
しょう

四
し

郎
ろう

旭　町 62-3178 水原上町・水原中町・小川町・旭町

吉田　　哲
さとし

水原下町 62-2243 水原下町・泉町・天朝通り

内
ない

木
き

　貞
さだ

夫
お

水原新栄町 62-0828 新光町・水原新栄町

佐藤ケイ子 柳　町 62-5253 柳町・東柳町・水原横町

新保ミチ子 南新町 62-3450 南新町・白鳥通り

曽我　　博
ひろし

中島１ 62-2166 中島１・中島２

韮澤　ハル 中島４ 62-3990 中島３、４・下金田

五十嵐アイ 中島５ 62-3790 中島５・弥生町

纐
こう

纈
けつ

　忠
ちゅう

子
こ

学校町 62-6622 中島６・学校町

小野　真
しん

道
どう

東雲町 62-4321 諏訪町・新々町・東雲町

五十嵐　渉
わたる

北新町 62-6260 北新町

涌井　重
しげ

雄
お

千　原 62-3688 沖通・天神堂・千原

佐藤　安
やす

子
こ

西外城 62-5269 西外城・中外城

佐藤　セツ 東外城 62-3347 東外城・砂押・日の出町

小林久
く

美
み

子
こ

下　袖 62-5070 上袖・下袖

熊倉タイ子 堰　場 62-5748 元町１・堰場

寺尾　禎
てい

子
こ

庚　町 62-3274 元町２・庚町

角
かく

山
やま

　雅
まさ

夫
お

停　２ 62-2981 停１・停２・あがの

山﨑ナホエ 停　３ 62-4375 停３（岡山町地区）

加藤紘
こう

次
じ

郎
ろう

停　３ 62-3737 停３（下条町・若葉町地区）

平山　正
まさ

芳
よし

若葉町 62-6483 若葉町・稲荷町

二
に

村
むら

キエ子 緑　町 62-7385 緑町

小野ミナ子 百　津 62-3538 百津・桜木町

原　　敬
けい

策
さく

松井町１ 62-5841 松井町１、２・水原栄町・消防通り

清田　侑
ゆう

子
こ

前山口 62-4665 南町・前山口

　平成 16 年 12 月 1日付けで厚生労働大臣から新たに委嘱された「民生委員・児童委員」をご紹介します。氏名・

担当区域などは下表のとおりです。福祉に関するご相談は、気軽に区域の民生委員にお寄せください。（敬称略）

■問い合わせ　市福祉課福祉企画係（☎ 62 － 2510　内線 244・245）

氏　　名 自治会名 電　話 担　当　地　域

渡部ミヨノ 新　橋 62-6223 新橋・館の越・杉並

稲
いな

垣
がき

仁
に

一
いち

郎
ろう

中山口 62-3577 上山口・中山口・シンパシー

小林　春
はる

美
み

下山口３ 62-4828 下山口１、２、３・南山口・みそら野

齋藤　榮
えい

子
こ

町　村 62-5038 堀越上、中、下・町村・堀越外城

高橋　晏
やす

子
こ

小　境 62-4876 坂町・越御堂・小境・福田・牧島・境新・七石

酒井　　淳
じゅん

市野山 62-5891
野地城・庄ヶ宮・上中・荒屋・土橋・市野山・中潟上・中・
下・上中野目・新市野山・みずほ・すみれ野・あやめ

前田　武
たけ

徳
のり

大野地 62-5229 里金田・里上、中、下・大野地・原・境新田

遠藤　寅
とら

生
お

熊居新田 62-5135 山本新・水原寺社・熊居新田・切梅新田

酒井マサ子 上江端１ 62-3715 上江端１、２・新座

松田知
ち

恵
え

子
こ

分田１ 62-4428 分田１、２、３・分田学校町

鈴木　昭
しょう

八
はち

分田６ 62-4812 分田５、６、７、８

塚野　　節
せつ

上福岡 62-7143 上福岡・西岡・水ヶ曽根

山西　トモ 停　３ 62-6871 主任児童委員

阿部　登
と

代
よ

緑町 63-8883 主任児童委員

手塚　容
よう

子
こ

門　前 68-1152 宮町・安田上町・門前

山下芙
ふ

美
み

子
こ

千刈町 68-3582 安田栄町・浦町・千刈町

佐藤　正
しょう

一
いち

安田下町 68-4913 安田中町・安田下町・片町

小林六
む

四
よ

巳
み

本　町 68-2889 小路・本町・安田横町

齋藤　求
きゅう

一
いち

御城町 68-2246 御城町・新町

川口　　勝
まさる

東学校町 68-4890 上学校町・下学校町・東学校町

加藤　昭
しょう

一
いち

原　町 68-4881 原町・沢田・竜下

齋藤　悠
ゆう

輔
すけ

安田新栄町 68-3025 安田新栄町

坂詰ヨシ子 新　保 68-4808 砂山・南郷・新保

野瀬三
み

枝
え

子
こ

岩　野 68-4344 庵地・庵地小路・岩野

鈴木　とよ 籠　田 68-2751 籠田・羽多屋・二本松

氏　　名 自治会名 電　話 担　当　地　域

本間ヤス子 丸　山 68-4430 福永・中山・ツベタ・丸山

権瓶　十
じゅう

蔵
ぞう

小　松 68-4528 小松

長谷川千
ち

加
か

草　水 68-3631 草水

神田　節
せつ

夫
お

六野瀬 68-2472 赤坂・六野瀬・興野

齋藤　スミ 久　保 68-2544 久保・渡場

小島　庄
しょう

二
じ

小浮新田 68-4182 小浮新田・野田

五十嵐昭
しょう

亥
い

小　浮 68-4076 小浮本村・島瀬

斎藤　キヨ 千唐仁 68-2772 千唐仁

石井　誠
せい

一
いち

安田寺社二 68-3191 安田寺社一、二・物見山町

本多　素
もと

子
こ

安田寺社三 68-4220 安田寺社三、四、五

藤田　浩
ひろ

子
こ

安田横町 68-2236 主任児童委員

下條　玲
れい

子
こ

福　永 68-4400 主任児童委員

五十嵐英
ひで

雄
お

姥ヶ橋 67-2720 姥ヶ橋・飯森杉・飯森杉団地

小林　保
やす

子
こ

金　渕 67-2150 猫山・金渕・小里

山嵜　佳
よし

子
こ

法柳新田 67-3468 乙金渕・法柳新田・法柳・深堀

塩田　百
もも

代
よ

田　山 67-3603 下黒瀬・上黒瀬・田山

山嵜　新
しん

一
いち

曽　郷 67-3364 曽郷・城・窪川原・さくら団地・美里団地

圓山　昇
しょう

一
いち

京ヶ島 67-3668 下ノ橋・京ヶ島第一・京ヶ島

小川　　敏
さとし

関　屋 67-2387 関屋・前山・箸木免

遠海　武
たけ

治
じ

下　里 67-3871 小河原・下里

近藤　キイ 嘉瀬島 67-4135 嘉瀬島・粕島・小島・川前

阿部　昭
あき

允
のり

七　島 67-2524 七島・月崎

佐久間栄
えい

一
いち

駒林２区 67-3361 駒林１区、２区、３区・五郎巻

廣川　陽
よう

子
こ

駒林５区 67-3237 駒林４区、５区、６区

柄澤　健
たけ

彦
ひこ

緑岡２区 67-2305 緑岡１区、２区

氏　　名 自治会名 電　話 担　当　地　域

植木　朋
とも

子
こ

緑岡３区 67-4146 緑岡３区、４区、５区、６区

木村　幹
みき

子
こ

下　里 67-3898 主任児童委員

本間由
ゆ

香
か

里
り

粕　島 67-3967 主任児童委員

関川九
く

二
に

男
お

笹　岡 62-5547 笹岡

渡辺　　茂
しげる

山　崎 62-5320 山崎・上山屋

片桐　昭
しょう

平
へい

下山屋 62-4408 塚田・発久・下山屋・下一分

町田　守
もり

男
お

須　走 62-5294 蒔田・赤水・野村・須走・横山

長川　京
きょう

子
こ

金　屋 62-0722 金屋・次郎丸・上坂町・羽黒

鈴木　チイ 宮　下 62-4755 押切・五頭の里・宮下・宮島・七浦

渡辺　　弘
ひろむ

大　室 63-9537 大室

渡辺　　
しげる

大　室 63-9583 十二神・福井・貝喰

太田　ノリ 大　日 66-2228 大日・村杉

荒木　嗣
つぐ

夫
お

今　板 66-2346 今板

諏訪　敏
とし

郎
ろう

出　湯 62-4642 出湯

石塚　清
せい

吾
ご

湯　沢 63-9417 畑江・勝屋・湯沢・真光寺

立川　伸
しん

一
いち

女　堂 63-9621 折居・女堂

堀　　　敦
あつし

　堤 62-5412 上一分・沢口・堤・小栗山

小林　純
じゅん

一
いち

村　岡 63-9172 滝沢・村岡・熊堂

伊藤　欽
きん

次
じ

上蔵野 63-9292 長起・上蔵野・上高関・上西野

遠山　玄
げん

自
じ

飯山新 63-8597 中ノ通・飯山新・藤屋・山倉新田

堀川　徳
とく

市
いち

島　田 63-8173 山倉・上関口・南沖山・本明・島田・沖・しらとり

吉村　正
せい

毅
き

高　田 63-8539 高田・上高田・榎船渡・榎

斎藤登
と

司
し

雄
お

船　居 62-0634 泉・下福岡・上飯塚・船居・沖ノ館

本間　淳
じゅん

子
こ

飯山新 63-8847 主任児童委員

渡辺富
ふ

士
じ

子
こ

堤 62-3220 主任児童委員

　

第
35
回
新
潟
県
ジ
ュ
ニ
ア
美
術
展
覧

会
で
、
阿
賀
野
市
か
ら
は
次
の
皆
さ
ん

が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

  

優
秀
賞
《
絵
画
部
門
》

　

○
近　

藤　

拓た
く　

海み

さ
ん
（
水
原
小
１
年
）

　

○
青　

山　

拓た
く　

実み

さ
ん
（
駒
林
小
４
年
）

　

○
波
多
野　

紗さ　

稀き

さ
ん
（
保
田
小
５
年
）

　

○
齋　

藤　

隆
り
ゅ
う　

冶じ

さ
ん
（
赤
坂
小
６
年
）

  

奨
励
賞
《
絵
画
部
門
》

　

○
浅　

間　

恵け
い　

亮す
け

さ
ん
（
日
章
幼
稚
園
）

　

○
酒　

井　

姫ひ
め　

華か

さ
ん
（
分
田
小
１
年
）

　

○
長
谷
川　

大ひ
ろ　

弥や

さ
ん
（
水
原
小
１
年
）

　

○
泉　
　
　

水み
ず　

輝き

さ
ん
（
笹
岡
小
１
年
）

　

○
川　

上　

太た　

朗ろ
う

さ
ん
（
笹
岡
小
１
年
）

　

○
音　

田　

真ま　

希き

さ
ん
（
神
山
小
１
年
）

　

○
五
十
嵐　
　
　

瑛
あ
き
ら

さ
ん
（
前
山
小
２
年
）

　

○
町　

田　

寿じ
ゅ

貴き

也や

さ
ん
（
笹
岡
小
２
年
）

　

○
曽　

我　

晴は
る　

佳か

さ
ん
（
保
田
小
３
年
）

　

○
塩　

田　

翔
し
ょ
う　

平へ
い

さ
ん
（
前
山
小
３
年
）

　

○
佐　

竹　

真ま　

弥や

さ
ん
（
堀
越
小
３
年
）

　

○
近こ

ん　

田た　

千ち　

穂ほ

さ
ん
（
京
ヶ
瀬
小
４
年
）

　

○
村　

山　
　
　

壮そ
う

さ
ん
（
保
田
小
５
年
）

　

○
長　

津　

一か
ず　

樹き

さ
ん
（
保
田
小
６
年
）

　

○
遠　

藤　

太た　

一い
ち

さ
ん
（
山
手
小
６
年
）

　

○
阿　

部　
　
　

司
つ
か
さ

さ
ん
（
前
山
小
６
年
）

　

○
渡　

辺　

直な
お　

美み

さ
ん
（
笹
神
中
３
年
）

  
奨
励
賞
《
版
画
部
門
》

　

○
五
十
嵐　

大だ
い　

輝き

さ
ん
（
大
和
小
１
年
）

　

○
坂　

詰　

宇た
か　

大ひ
ろ

さ
ん
（
保
田
小
４
年
）

  

奨
励
賞
《
デ
ザ
イ
ン
部
門
》

　

○
柳　
　
　

杏あ
ん　

奈な

さ
ん
（
日
章
幼
稚
園
）

　

○
大　

月　

園そ
の　

花か

さ
ん
（
笹
岡
小
１
年
）

　

○
小　

野　

大だ
い　

樹き

さ
ん
（
保
田
小
５
年
）

　

○
田　

沢　

史ふ
み　

弥や

さ
ん
（
保
田
小
５
年
）

　

○
鈴　

木　

杏あ
ん　

奈な

さ
ん
（
寺
社
小
５
年
）

　

○
冨　

田　

あ
ゆ
み
さ
ん
（
水
原
小
５
年
）

　

○
森　

田　
　
　

葵
あ
お
い

さ
ん
（
水
原
小
５
年
）

　

○
川　

瀬　

未み　

来く

さ
ん
（
水
原
小
５
年
）

　

○
渡　

辺　

雄た
か　

大ひ
ろ

さ
ん
（
寺
社
小
６
年
）

　

○
古　

川　

遥は
る　

子こ

さ
ん
（
前
山
小
６
年
）

　

○
新　

田　

知ち

恵え

美み

さ
ん
（
笹
神
中
１
年
）

　

○
折　

笠　

敬よ
し　

昭あ
き

さ
ん
（
水
原
中
３
年
）

県
ジ
ュ
ニ
ア
展
・
入
賞
者

県
ジ
ュ
ニ
ア
展
・
入
賞
者

県
ジ
ュ
ニ
ア
展
・
入
賞
者

○瑞宝単光章

　　江　口　俊
とし

　雄
お

さん（下条町）

　　（元阿賀北広域組合消防指令・68歳）

○瑞宝単光章

　　横　山　兼
かね

　武
たけ

さん（天神堂）

　　（元新潟県警部補・78歳）

※  12月号「秋の叙勲・褒賞を受章された方々」に

掲載落ちがありました。お詫び申し上げます。

平成16年 秋の危険業務従事者叙勲を
受章された方々

民生委員・児童委員の皆さんをご紹介します 《 任期：平成16年 12月 1日～平成19年 11月 30日（3年間） 》
主　な　仕　事

　　　　　　○住民の生活実態や福祉需要の把握　　　○福祉サービスの情報提供や関係機関との調整

　　　　　　○住民の求める生活支援活動の実施　　　身近な問題でも結構です。気軽にご相談ください。
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皆
さ
ん
、「
粗
大
ご
み
」
と
は
い
っ
た
い
ど
ん
な
ご

み
を
指
す
と
思
い
ま
す
か
？

　

実
は
法
律
上
の
定
義
は
な
い
の
で
す
。
概
念
的
な

言
葉
で
す
か
ら
、
市
町
村
に
よ
っ
て
か
な
り
違
い
が

あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
大
き
さ
・
重
さ
な
ど
の
違
い

は
そ
の
市
町
村
の
ご
み
処
理
施
設
の
処
理
方
式
の
違

い
や
特
性
に
よ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

阿
賀
野
市
に
お
い
て
も
水
原
・
笹
神
・
京
ヶ
瀬
地

区
と
安
田
地
区
で
は
違
い
が
出
て
き
ま
す
。
そ
れ
を

踏
ま
え
た
上
で
粗
大
ご
み
を
出
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

★可燃性粗大ごみ
環境センター
☎ 62 － 4571

★不燃性粗大ごみ
早東商店
☎ 62 － 2116

水
原
・
笹
神
・
京
ヶ
瀬
地
区

収
集
日
に
出
す
場
合
（
事
業
系
粗
大
ご
み
は
除
く
）

　

○
重
量
制
限　

家
庭
系
粗
大
ご
み 

 

30
㎏
程
度
以
下

　

○ 

粗
大
ご
み
の
一
例　

ふ
と
ん
、
畳
、
た
ん
す
、
毛
布
、
か
ば
ん
、
ミ
シ
ン
、

自
転
車
、
ぬ
い
ぐ
る
み
（
長
さ
20
㎝
以
上
の
も
の
）、
切
断
し
て
い
な
い
衣
類
、

ポ
リ
タ
ン
ク
、
結
束
さ
れ
た
剪
定
枝
や
伐
採
木
類
、
家
電
製
品
（
小
型
の
も
の
）

な
ど
。

※ 

ブ
ラ
ウ
ン
管
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、

冷
蔵
（
凍
）
庫
、
洗
濯
機
、
パ
ソ

コ
ン
の
家
電
5
品
目
は
リ
サ
イ
ク

ル
法
対
象
製
品
の
た
め
、
市
で
は

収
集
し
ま
せ
ん
。
メ
ー
カ
ー
や
家

電
販
売
店
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

手
数
料
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※ 

ボ
ー
リ
ン
グ
用
ボ
ー
ル
は
処
理
が

困
難
な
た
め
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

は
出
さ
ず
、
販
売
店
か
早
東
商
店

に
引
き
取
り
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

収
集
日
以
外
に
出
し
た
い
場
合

　

 　

家
庭
系
、
事
業
系
を
問
わ
ず
、

事
前
に
右
記
処
理
場
へ
連
絡
を
し

て
許
可
を
得
て
か
ら
搬
入
し
て
く

だ
さ
い
。

家電 5品目

衣
類
を
「
ご
み
」
に
出
す
場
合
は
注
意
を
!!

　

最
近
市
内
で
心
無
い
人
が
、
衣
類
を
中
心
に
物

色
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
ま
す
。
衣
類
等
を

「
ご
み
」
と
し
て
出
す
場
合
は
、
次
の
こ
と
に
注
意

し
て
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。物色した後に不法投棄された衣類

一、 衣類を切らないで出す場合は「粗

大ごみ」の日に出す。

一、 他人にいたずらされたくないも

のは、切った上、生ごみと

　　混ぜて燃えるごみに出す。

一、 いずれにしても収集日の

　　朝に出す。

燃えるごみの日に出された衣類
（切らない場合は粗大ごみへ）

「
私
の
挑
戦
」 

信し

ん

田た　

愛ま

な

美み

さ
ん
（
水
原
中
3
年
） （概略）

　家の周りにある田んぼからホ
タルがいなくなったことに気付
き、信田さんの自然に対する活
動が始まった。まずはスーパー
に行くときに袋を持参すること
から。自分ができるささいな活
動でも世界の自然は守られてい
る、そして活動を続けていけば
必ずホタルは戻ってきてくれ
る、と述べています。 

　信田さんは今も古着を雑巾に
使ったり、トレーを再利用した
りと家族ぐるみでエコ活動に取
り組んでいるそうです。

安　

田　

地　

区

収
集
日
に
出
す
場
合

（
事
業
系
粗
大
ご
み
は
除
く
）

　

注)  

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
せ
る
も
の
は
、
原
則
不
燃

性
に
限
り
ま
す
。

○
粗
大
ご
み
の
一
例

　

金

属

類
… 

ブ
リ
キ
、
ト
タ
ン
製
品
、
ス
ト
ー
ブ
類

　

自
転
車
類
… 

一
輪
車
、
乳
母
車
、
老
人
車
、

バ
イ
ク
（
50
㏄
）

　

家
電
製
品
…
小
型
の
も
の

○ 

大
き
さ
制
限

　

 

ブ
リ
キ
、
ト
タ
ン
な
ど
の
長
い
物
は
１
m
以
内

に
切
り
、
結
束
し
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
例　

外

※ 

ブ
ラ
ウ
ン
管
テ
レ
ビ
等
の
家
電
5
品
目
は
水

原
・
笹
神
・
京
ヶ
瀬
地
区
同
様
、
メ
ー
カ
ー

や
家
電
販
売
店
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
手
数

料
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※ 

ふ
と
ん
、
毛
布
等
の
寝
具
類
は
し
ば
り
、
衣

類
は
１
m
以
内
に
切
っ
て
し
ば
り
、
燃
え
る

ご
み
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

枝
や
板
、
柱
等
は
直
径
25
㎝
、
幅
１
m
、
長

さ
２
m
以
内
で
あ
れ
ば
、
粗
大
ご
み
に
回
収

し
ま
す
。（
切
っ
て
結
束
す
る
こ
と
）

収
集
日
以
外
に
出
し
た
い
場
合

　

畳
、
ス
チ
ー
ル
製
家
具
な
ど
、
持
て
な
い
物

は
処
理
場
へ
個
人
の
直
接
搬
入
と
な
り
ま
す
。

木
製
家
具
な
ど
で
解
体
し
て
出
せ
な
い
場
合
も

同
様
で
す
。

　

事
前
に
下
記
処
理
場
へ
連
絡
を
し
て
搬
入
の

許
可
を
得
て
く
だ
さ
い
。

★可燃性粗大ごみ
五泉地域衛生施設組合　☎ 43 － 3852

★不燃性粗大ごみ
不燃物処理センター　☎ 02549 － 9 － 3594

プラ製容器に含まれない物の
混入（紙製や古紙へ）

プラ製容器で汚れのある
物の例（軽く洗って！）

　

先
日
、
紙
製
容
器
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
品
質
検
査
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
写
真
に
あ
る
よ
う
な
物
が
混
入
し
て
い
ま
し
た
。

「
正
し
い
ご
み
の
出
し
方
」
を
参
考
に
分
別
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

紙製容器の出し方で悪い例
・米　袋 → 古紙へ
・レジ袋 → ダメ！

プラ製容器に混入した
アルミ等（金属へ）

プラ製容器に混入した歯ブラシや
洗剤スプーン（燃えるごみへ）

も
う
少
し
容
器
包
装
の
分
別
を
し
っ
か
り
!!

地球にやさしい作文
活動報告コンテスト 

奨励賞受賞 

読売新聞社主催 

・粗大ごみの正しい出し方

・衣類の正しい出し方

・容器包装の正しい出し方

（紙製容器を出すときは紙袋で）

これは、ごみを減らし、資源を無
駄遣いしないリサイクル型社会を
作るために、クルマのリサイクル
についてメーカー、関連事業者、
クルマの所有者の役割を定めた法
律です。

　問い合わせ

　問い合わせ

水
原
・
笹
神
・
京
ヶ
瀬
地
区
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【回答】

　ふるえの種類によっ

て治療法が異なりま

す。

─丸薬を丸めるような

規則的なふるえ─

1 秒間に４、５回のリ

ズムでまるで丸薬を丸めるような規則的なふ

るえは、安静時に多く出現し、多くは一
いっ

側
そく

性
せい

です。次第に、反対側の手や足にも広がりま

す。足からふるえが始まることもあります。

手足の動きはぎこちなく細かい仕事ができな

くなります。

　歩行も次第に前かがみとなり、小刻みで足

がすぐ出なくなったり、加速歩行といってす

ぐ止まれず前のめりに転びやすくなります。

　病気が進むと、起き上がりや寝返りが困難

となり、声も小さく不明瞭となり、ひどいと

食べ物も飲み込みにくくなります。この病気

は、パーキンソン病といって、この安静時振

戦が初期症状としてよく見られます。よく効

く薬があるので早めに神経内科を受診してく

ださい。

─両手の細かなふるえ─

　両手の細かなふるえは、特に前方に手を伸

ばした状態でみられ、これを姿勢時振戦とい

います。

　お茶をついだりするときにもみられ、これ

は動作時振戦といいます。本態性振戦といっ

て、若い頃から細かいことをするときにふる

える人がいて、また、歳をとってふるえる人

がいますが、あまり病的ではありません。

　しかし、中には、内科的に重大な病気が潜

んでいることがあるので要注意です。

　甲状腺機能亢
こう

進
しん

症
しょう

といって、のどぼとけの

近くにある甲状腺が腫れてきて甲状腺ホルモ

ン過剰になる病気です。ふるえのほかに、急

にやせてきたり、疲れやすくなったり、高血

圧や頻
ひん

脈
みゃく

が出てきます。血液検査で病気が判

明し、治療薬があります。

　放っておくと心不全や不整脈を起こします

ので、早めに内科を受診してください。

─羽ばたくようなふるえ─

　また、重症な肝臓病や腎臓病の人で手のふ

るえが出現する場合があり、これは鳥が羽ば

たくようにふるえることから、羽ばたき振戦

といわれます。

─字を書く時だけのふるえ─

　字を書くときだけふるえてしまう人がいま

す。これは書
しょ

痙
けい

といって、日常生活上あまり

にも不自由な場合は、ふるえを抑える薬があ

ります。

　また、ふるえは緊張状態で悪化しやすいの

ですが、気管支喘息の治療薬で気管支を広げ

る薬が過剰になって手のふるえが出現する人

もいます。糖尿病

の人で血糖を下げ

る薬を飲んでいる

人は、低血糖の場

合にもふるえがく

るので，そのよう

な場合は、早めに

主治医にご相談く

ださい。

神経内科部長

林　恒
つね

美
み

【質問】

　 最近、手がふるえます。これから、もっとひどくなるかと思うと心配です。（60 代　女性）

ふるえ（振戦）の話

笹
神
地
区
基
本
健
診

結
果
指
導
会
か
ら

〜
ひ
と
り
の
健
康
は

み
ん
な
の
健
康
に
つ
な
が
り
ま
す
！

　

笹
神
地
区
は
、
基
本
健
診
結
果
指
導
会

を
各
地
区
で
実
施
。
対
象
者
の
約
85
％
が

出
席
し
、
日
ご
ろ
の
生
活
を
振
り
返
る
機

会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１
．
受
診
者
数
の
動
向

　

16
年
度
笹
神
地
区
全
体
で
１
、６
１
０

人
受
診
（
昨
年
度
よ
り
３
人
増
加
）。
49

歳
以
下
受
診
者
数
は
２
６
７
人
（
昨
年
度

よ
り
17
人
増
加
）、
全
体
の
16
・
６
％
を

占
め
ま
す
。

２
．
健
診
結
果
と
笹
神
地
区
の
特
徴

※
（　

）
内
は
15
年
度

○
高
血
圧
…
中
等
症
・
重
症
高
血
圧
を
合

わ
せ
、27
・
４
％
（
47
％
）
と
大
幅
に
減
少
。

○
高
脂
血
症
…
48
・
４
％
（
53
・
８
％
）。

阿
賀
野
市
で
は
、
ま
だ
高
血
圧
と
高
脂
血

症
の
割
合
が
高
く
、
今
後
の
課
題
で
す
。

３
． 

医
療
費
か
ら
み
た
健
康
づ
く
り
〜

健
康
づ
く
り
活
動
の
成
果　
　

○
笹
神
地
区
の
脳
卒
中
発
症
数
は
年
間
約

30
人
で
し
た
が
、
こ
こ
数
年
は
減
少
し
平

成
15
年
は
16
人
。
64
歳
以
下
の
発
症
も
、

平
成
15
年
は
５
人
と
減
少
傾
向
が
み
ら
れ

ま
す
。

○
一
人
あ
た
り
の
老
人
医
療
費
を
、
旧
笹

神
村
と
旧
南
部
郷
４
町
村
の
平
均
を
比
較

し
て
み
ま
し
た
。
笹
神
は
阿
賀
野
市
の
中

で
最
も
高
齢
化
率
が
高
く
、
平
成
５
年
度

ま
で
は
老
人
医
療
費
は
急
激
に
伸
び
、
南

部
郷
平
均
を
上
ま
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
平
成
３
年
か
ら
40
代
男
性
の
家
庭

訪
問
や
夜
間
健
康
座
談
会
を
実
施
し
、
平

成
10
年
に
は
全
域
で
総
合
健
診
を
実
施
。

健
診
受
診
者
数
が
伸
び
た
結
果
、
医
療

費
が
抑
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
平

成
14
年
度
、
県
平
均
62
万
円
。
南
部
郷
平

均
は
53
万
円
。
笹
神
は
さ
ら
に
４
万
円
低

い
49
万
円
。
元

年
を
１
０
０
と

し
た
と
き
の
14

年
度
の
伸
び
率

は
南
部
郷
平
均

１
３
４
。
笹
神

は
１
１
３
。
こ

の
伸
び
率
を
抑

え
て
い
く
こ
と

が
医
療
費
削
減

に
つ
な
が
り
ま

す
。

　

特
に
若
い
う

ち
か
ら
の
健
康

づ
く
り
が
重
症

化
を
予
防
し
医
療
費
を
抑
え
ま
す
。
し
か

し
、
中
小
企
業
の
健
診
体
制
は
厳
し
く
、

従
業
員
の
自
己
負
担
で
行
う
と
こ
ろ
も
あ

る
と
い
い
ま
す
。
充
実
し
た
健
診
内
容
と

そ
の
結
果
指
導
体
制
が
必
要
で
す
が
小

さ
い
事
業
所
に
は
そ
の
余
裕
が
あ
り
ま
せ

ん
。
市
の
基
本
健
診
の
対
象
年
齢
は
19
歳

以
上
と
な
り
若
い
人
の
受
診
も
増
え
ま
し

た
。
今
後
も
「
若
い
う
ち
か
ら
の
健
康
づ

く
り
」
を
市
全
体
の
課
題
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
崎
健
康
ま
つ
り

〜
地
域
の
つ
な
が
り
と

や
さ
し
い
街
づ
く
り
を
考
え
る
〜

　

11
月
21
日
（
日
）、山
崎
集
落
セ
ン
タ
ー

で
「
健
康
ま
つ
り
」
を
開
催
。
約
90
人
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は

「
や
さ
し
い
街
づ
く
り
と
は
〜
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
」。「
合
併
し
て
、

住
み
良
い
街
、
や
さ
し
い
街
づ
く
り
と
言

わ
れ
る
が
本
当
に
や
さ
し
い
街
と
は
ど
う

い
う
こ
と
か
？　

人
と
人
と
の
つ
な
が

り
が
大
事
で
は
な
い
か
」
と
、
保
健
委
員

が
集
落
の
人
々
に
取
材
し
、
パ
ネ
ル
展
示

し
ま
し
た
。
山
崎
に
は
、
お
祭
り
や
子
供

会
等
地
域
の
つ
な
が
り
が
大
事
に
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
若
い
人
の
交
替
勤
務
が
増
え

つ
な
が
り
が
薄
く
な
り
が
ち
で
、
不
安
に

思
っ
て
い
る
人
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
住
民
自
身
が
語
る
コ
ー
ナ
ー

で
、
小
柳
隆
弘
さ
ん
（
40
歳
）
が
思
い
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
小
柳
さ
ん
は
39
歳

で
病
気
に
倒
れ
障
害
を
持
つ
身
と
な
り
ま

し
た
。「
当
時
は
先
の
こ
と
を
考
え
る
と

不
安
だ
っ

た
。
リ
ハ

ビ
リ
の
先

生
に
、
あ

な
た
は
二

度
と
元
の

身
体
に
は

戻
れ
な
い

と
言
わ
れ
悔
し
か
っ
た
。
絶
対
に
治
し
て

や
ろ
う
と
思
っ
た
。
障
害
は
病
気
で
は
な

く
、
自
分
で
治
し
て
い
く
も
の
」「
人
と

ふ
れ
あ
う
こ
と
は
脳
に
刺
激
を
与
え
る
」

と
、
リ
ハ
ビ
リ
教
室
や
集
落
の
ふ
れ
あ
い

広
場
等
に
参
加
。「
身
体
障
害
者
の
会
に

も
入
っ
た
。
若
い
人
た
ち
と
自
由
に
意
見

交
換
が
で
き
る
場
が
あ
れ
ば
い
い
と
思

う
。
将
来
は
同
じ
境
遇
に
あ
る
人
の
相
談

相
手
（
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
に
な
り
た

い
。」「
病
気
に
な
る
前
に
は
考
え
た
こ
と

も
な
か
っ
た
が
、
外
を
歩
い
て
い
て
、
近

所
の
人
や
小
学
生
に
言
葉
を
か
け
て
も
ら

う
と
い
う
当
た
り
前
の
こ
と
が
ど
ん
な
に

嬉
し
か
っ
た
か
…
」
と
い
う
言
葉
が
感
動

的
で
し
た
。

　

40
代
の
男
性
か
ら
は
、「
自
分
も
夜
勤

が
続
き
家
族
か
ら
孤
立
し
て
い
た
と
き

に
、子
ど
も
か
ら『
お
父
さ
ん
行
っ
て
ら
っ

し
ゃ
い
、
頑
張
っ
て
ね
』
と
言
わ
れ
励

ま
さ
れ
た
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
て
も
ら
っ

た
」
と
い
う
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

保
健
委
員
会
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら

高
齢
者
ま
で
、
障
害
を
持
つ
人
も
共
に
生

き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
き
ま
し

た
。「
や
さ
し
い
街
づ
く
り
」
が
山
崎
か

ら
全
市
に
広
が
っ
て
い
く
よ
う
に
願
っ

て
い
ま
す
。
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吉
田
東
伍
と
大
日
本
地
名
辞
書

　

１
９
０
７
（
明
治
40
）
年
10
月
14

日
、
東
京
上
野
の
精
養
軒
で
、
日
本

初
の
出
版
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
が
盛
大

に
開
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

パ
ー
テ
ィ
ー
の
名
称
は
「
大
日
本

地
名
辞
書
完
成
披
露
祝
賀
会
」、
そ

し
て
そ
の
主
役
は
、
当
時
早
稲
田
大

学
の
教
壇
に
立
っ
て
い
た
43
歳
の
吉

田
東
伍
で
す
。
続
々
と
集
ま
る
参
会

者
の
眼
は
、
入
口
正
面
に
積
み
上
げ

ら
れ
た
原
稿
用
紙
の
山
に
釘
づ
け
と

な
り
ま
す
。
そ
の
高
さ
が
15
尺
（
約

４
ｍ
半
）も
あ
っ
た
か
ら
で
す
。「
常

人
の
な
せ
る
技
で
は
な
い
」「
わ
が     

国
開
び
ゃ
く
以
来
の
大
著
述
」「
空

前
絶
後
だ
」
と
驚
き
と
称

し
ょ
う

賛さ
ん

の
言
葉

が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

　

吉
田
東
伍
は
、
１
８
６
４
（
元
治

元
）
年
、
越
後
保
田
の
旧
家
、
旗
野

家
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
、
20
歳
の

と
き
に
大
鹿(

現
新
津
市
大
鹿)

の

吉
田
家
へ
む
こ
養
子
に
な
っ
て
吉
田

姓
に
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
読
書
好
き

で
、
家
の
手
伝
い
を
し
な
が
ら
よ
く

本
を
読
ん
で
い
ま
し
た
が
、
度
が
過

ぎ
て
い
た
た
め
に
、
父
母
か
ら
「
何

よ
り
も
人
間
と
い
う
の
は
衣
食
が
先

だ
」
と
注
意
さ
れ
る
こ
と
が
た

び
た
び
あ
り
ま
し
た
。「
学
校

は
分
り
き
っ
た
こ
と
し
か
教
え

て
く
れ
な
い
か
ら
行
く
気
が
し

な
い
」
と
、
13
歳
の
と
き
以
後

は
自
宅
で
の
勉
強
に
は
げ
み
、

17
歳
で
早
く
も
『
安
田
志
料
』

と
い
う
郷
土
史
の
執
筆
を
開
始

し
て
い
ま
す
。

　

吉
田
姓
に
な
っ
た
翌
年
、
一

年
志
願
兵
と
し
て
仙
台
の
兵

営
に
入
隊
し
、
休
日
を
利
用
し

て
図
書
館
通
い
を
つ
づ
け
、
長

年
の
読
書
欲
を
満
足
さ
せ
ま
し

た
。
除
隊
し
て
帰
郷
す
る
と
、

地
元
の
小
学
校
の
教
員
や
、
北

海
道
に
渡
っ
て
漁
場
の
監
視
人

な
ど
も
経
験
し
ま
し
た
。

　

27
歳
の
と
き
に
単
身
で
上
京
し
、

義
理
の
兄
に
あ
た
る
市
島
春

し
ゅ
ん

城
じ
ょ
う(

謙

吉)

宅
に
寄
宿
し
ま
す
。
春
城
は
そ

の
後
も
東
伍
を
可
愛
が
り
、
様
々
な

面
で
彼
を
支
え
て
い
き
ま
す
。

　

翌
年
、
春
城
の
力
添
え
で
読
売
新

聞
の
記
者
に
な
る
と
、
本
格
的
な
歴

史
学
の
研
究
を
開
始
し
ま
す
。

　

１
８
９
５
（
明
治
28
）
年
、31
歳
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
歴
史
家
と
し
て

名
前
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

た
東
伍
は
、「
日
本
に
は
ま
だ
統
一

し
た
地
誌
が
な
い
」
と
気
づ
き
、
自

分
の
将
来
を
か
け
た
大
仕
事
と
し
て

『
大
日
本
地
名
辞
書
』
の
編
さ
ん
を

決
意
し
ま
す
。
明
治
政
府
が
あ
き
ら

め
て
い
た
、
全
国
の
地
名
を
網
羅
す

る
前
人
未
到
の
辞
書
づ
く
り
で
す
。

　

東
伍
は
こ
の
構
想
を
、
叔
父
に

当
た
る
旗
野
十
一
郎
（
１
８
５
０
‐

１
９
０
８
年
）
や
春
城
に
相
談
し
ま

す
。
春
城
は
計
画
の
膨
大
さ
に
あ
き

れ
か
え
り
ま
す
が
、
資
金
調
達
の
手

配
と
、
出
版
社
冨
山
房
へ
は
「
そ
の

学が
く

殖
し
ょ
く

の
大
な
る
よ
り
も
大
な
り
」
と

推
薦
し
ま
す
。

　

以
来
、
孤
独
な
挑
戦
は
13
年
間
も

続
き
ま
し
た
。

　

「
朝
６
時
こ
ろ
起
き
る
と
ホ
ン
の

申
し
わ
け
程
度
に
チ
ョ
コ
チ
ョ
コ
と

顔
を
洗
う
、
時
間
が
お
し
く
て
歯
は

み
が
か
な
い
。
朝
か
ら
晩
ま
で
終
日

机
に
向
か
っ
た
き
り
、
め
っ
た
に
話

を
し
な
い
。
笑
い
も
し
な
い
し
怒
り

も
し
な
い
。
朝
昼
パ
ン
食
で
、
夜
だ

け
雑
炊
と
い
う
か
ん
た
ん
な
食
事
で

す
ま
せ
て
し
ま
う
。
昼
食
後
は
30
分

ほ
ど
休
む
が
、
ま
た
机
に
向
か
い
、

夜
10
時
に
床
に
入
る
。
運
動
不
足
で

顔
色
は
悪
く
、
や
せ
て
い
た
」
執
筆

を
は
じ
め
て
間
も
な
い
こ
ろ
の
彼
の

よ
う
す
で
す
。

　

粉ふ
ん

骨こ
つ

砕さ
い

身し
ん

の
研
究
を
つ
づ
け
て
完

成
し
た
地
名
辞
書
は
、
文
字
数
な
ん

と
１
２
０
０
万
字
、
５
０
０
０
ペ
ー

ジ
を
こ
え
る
大
巨
編
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

『新着図書』の目録は、各図書館に備え付けてあ
ります。ご自由にご覧ください。

市立図書館（曽郷） 水原図書館

館内利用者数 　５，２２５人 １，３８８人

館外貸出者数 ２，０９２人 ８９４人

館外貸出冊数 ７，６３６冊 ２，９６９冊

開　館　日 ２３日 ２３日

笹神図書館 安田図書館

館内利用者数 ───── ２０８人

館外貸出者数 ２０７人 ７２人

館外貸出冊数 ３７２冊 １７９冊

開　館　日 ３０日 ３０日

　図書館では、毎月「おはなし会」を開催しています。
絵本の紹介、絵本読み聞かせ、ストーリー・テリング
（素話）、楽しい手遊びの会です。大人も子どもも皆で
楽しいひとときを過ごしましょう。

●おはなしのじかん
☆と　き　毎週土曜日（第４土曜を除く）
　　　　　午後２時～
☆ところ　市立図書館（曽郷・☎６７ー２５００）
☆対　象　幼児から

☆と　き　1月 13 日 ( 木 ) 午前 10 時 30 分～
☆ところ　水原公民館・２階『日本間』
　　　　　（山口町１・☎６２ー２０２８）
☆対　象　幼児・保護者

11 月の図書館利用状況

　「琵琶湖就航の歌」は、旧制第三高等学校（現・
京都大学）ボート部の部員による作詞ですが、作
曲者が誰なのか明確でないまま広く愛唱されてい
ました。作詞は当時学生であった「小口太郎」と
認知されていましたが、作曲が誰の手によるもの
なのかは長く不明でした。それが近年、当市の出
身「吉田東伍」の次男「吉田千秋」の作曲「ひつ
じぐさ」が原曲であると判明しました。「千秋」が

世を去ったのは大正８年２月、新津市大鹿で療養生活を送り４年後
に他界しています。享年 24 歳の若さでした。
　今年は「千秋」の生誕百十周年、当市ゆかりの人たちの生きてき
た軌跡を綴る一冊です、ぜひご一読ください。

（この本は市立・水原図書館にあります）

『「琵琶湖就航の歌」誕生の謎』
作曲者・吉田千秋の遺言　小菅　宏／著

水原図書館からおしらせ
　１月 18 日 ( 火 ) ～ 31 日 ( 月 ) の期間、蔵書点

検のため図書館をお休みします。ご迷惑でもご協

力をお願いします（学習室も一部模様替えのため

休館）。なお、1月 5日～ 17 日については、貸し

出し冊数を 1人 10 冊までとしますのでご利用く

ださい。

●おはなしこんにちは
郷
土
の
偉
人

　

吉
田
東
伍
記
念
博
物
館
で
は
、
吉

田
東
伍
と
そ
の
周
辺
の
人
々
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ

い
。（
☎
６
８ 

ー 

１
２
０
０
）

地名辞書を執筆中の東伍

市島　春
しゅんじょう

城（謙吉）
　1860（安政 5 年）北蒲下条

村（旧水原町）生まれ。

　政治家（衆議院議員）、文

化事業家、文筆家として活躍。

　また大隈重信が早稲田大学

を創設する際に、大隈を支え

たうちの一人で、早稲田大学

図書館の初代館長を努める。

　晩年には「蟹の泡」（大正

10 年刊）を初め 20 数編の随

筆を発表。

　1944（昭和 19 年）没。

　この本の主人公、13 歳のブランウェルが言葉を
話さなくなった瞬間を記すテープからこの物語は
始まる。ブランウェルの親友コナーは、黙りこくっ
た友人について語ろうとするうちに、自分自身と
自分の家族について語りだす。二人を切断したか
のように見えた沈黙が、いつか二人を深く結びつ
けていく…。思春期に入った 13 歳の二人に起こる
親との葛藤がみごとに描かれている本です。10 巻

からなる作品集には「クローディアの秘密」「魔女ジェニファとわた
し」…など現代の子どもたちが直面している問題を多く取り上げて
います。ヤングアダルトとその親たちに、ぜひ読んでほしい本です。

　　　　　　　　　（この本は笹神・水原図書館にあります）

『13 歳の沈黙』　カニグズバーグ作品集 9
カニグズバーグ／作、小嶋　希里／訳

　オニの坊やの毎日は、とっても退屈。食べるこ
とにしか興味のないパパとママは、ちっとも遊ん
でくれないし、お話だってぜんぜんしてくれませ
ん。そんなある日、坊やは本を拾います。「ぼく、
学校に行って文字を習いたい！」親の反対を押し
切り、学校に行くことになった坊やは…。一冊の
本との出会いが、パパとママをも巻き込んで、坊
やの毎日を鮮やかに変えていくのです。

　本が読めるって幸せ。学ぶって楽しい。パパとママと一緒に本を
読むって、暖かい…。
　そんな気持をみんなで分かちあえる、フランスの名作絵本です。

（この本は水原図書館にあります）

『オニのぼうやがっこうへいく』
マリ＝アニエス・ゴドラ／文、デヴィッド・パーキンス／絵、

石津　ちひろ／訳

安田図書館からおしらせ

　お待たせしました。1月 5 日 ( 水 ) より装い新

たに開館します。どうぞ皆さまおいでください。

　水原図書館では毎月小さい子どもを対象に

お話会を行っています。11月 11日は「いち

ごクラブ」の皆さんも参加。『読み聞かせ』は、

子どもたちの大好きな「バナナ」や「サンタ

さん」の絵本、『パネルシアター』は ｢動物

村の広場 ｣でした。みんなと一緒に歌を歌っ

て、楽しいお話会となりました。

こんな楽しいこともやっています

★おはなしこんにちは (水原図書館 )★
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皆さんからのご意見・
ご感想をお待ちして
います。

歯の健康
Q＆ A

音
おん

田
た

  亜
あ

子
こ

さん  （15 歳・上蔵野）

阿賀野市弓道会

　日韓ジュニアバドミントン大会の日本代
表に選ばれ、出発目前の音田さんにインタ
ビューしました。

Q 決まったときの心境を教えてください。

　11 月の末に私の所属するジュニアクラブ
の先生から聞きました。選ばれると思って
いなかったので、私も家族もビックリしま
した。両親なんて最初信じてくれなかった
んですよ（笑）。

Q  バドミントンを始めたきっかけは？

　小さいころはバレーや水泳など、いろん
なスポーツを試みましたが、バドミントン
が自分に一番向いていると思ったんです。
小学 2年の時からずっと続けています。

Q バドミントンのいいところは？

　練習はきついけど、試合に勝った時の嬉
しさ・感動が人一倍大きいことです。

Q  ではバドミントンをやってよかったことは？

　精神的に強くなったことかな。人前で話
す度胸はまだまだですが…。

Q 今のトレーニングメニューは？

　フットワークやパターン練習などの基本
練習をやる程度です。あとは笹神体育館で
走ったり、家で筋トレするくらい。土日に
なると各地へ遠征に出かけ、試合を数多く
こなしています。

Q  毎日練習で忙しいと思いますが、自由な
時間があったら何をしたいですか？

　友だちと遊ぶ時間があまりなかったので、
ゆっくり遊んでみたいです。

Q  試合での抱負を教えてください。

　試合に勝つことだけでなく、韓国のプレー
もしっかり観察してくることです。

Q  将来の目標を教えてください。

　高校では日本一、その後は世界に通用す
るバドミントンプレーヤーになりたいです。
オリンピックにも出たいですね。ずっと目
立っていきたいし、強いままでいたいので、
気を抜かずに練習していきたいと思います。

　試合は去る 12 月 21 日から 24 日まで。広
報が発行されるころには終わっていますが、
韓国での活躍を期待しています。

● 

後
ろ
ペ
ー
ジ
の
「
か
っ
ち
ゃ
ん
き
ん

ち
ゃ
ん
」
の
内
容
に
は
同
感
で
す
。

今
ま
で
ハ
ガ
キ
や
手
紙
を
書
く
と
き

「
北
蒲
原
郡
」
が
面
倒
で
し
た
か
ら
。

 

（
30
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

耳
よ
り
情
報
の
間
違
い
や
す
い
ご
み

の
出
し
方
は
と
て
も
参
考
に
な
り
ま

し
た
。
分
別
で
悩
ん
だ
り
す
る
こ
と

が
あ
る
の
で
、
も
っ
と
詳
し
く
説
明

し
た
特
集
を
し
て
ほ
し
い
で
す
。

 

（
30
代
・
女
性
）

☆
今
月
号
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

今
月
の
ま
ち
が
い
探
し
は
子
ど
も
と

一
緒
に
探
し
ま
し
た
。
家
族
と
一
緒

に
で
き
る
の
で
と
て
も
楽
し
い
で

す
。 
（
50
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

今
回
の
問
題
は
と
っ
て
も
む
ず
か
し

か
っ
た
で
す
。
ま
た
来
月
が
楽
し
み

で
す
。 

（
70
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

阿
賀
野
市
に
な
っ
て
か
ら
広
報
も
読

み
ご
た
え
が
あ
り
、
期
待
し
て
い
ま

す
。
今
月
の
中
で
は
、
阿
賀
野
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
が
興
味
深

か
っ
た
で
す
。 

（
？
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

編
集
後
記
は
毎
回
楽
し
み
に
読
ん
で

い
ま
す
。
地
震
の
支
援
活
動
に
は
コ

シ
ヒ
カ
リ
の
ご
は
ん
を
炊
く
係
を
し

ま
し
た
。
商
工
会
の
婦
人
部
の
方
々

が
一
生
懸
命
お
に
ぎ
り
作
り
を
や

り
、大
変
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

ご
苦
労
様
で
す
。 

（
40
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

中
越
地
震
の
被
災
地
へ
〜　

地
震
発

生
か
ら
早
い
も
の
で
１
カ
月
以
上
が

た
ち
ま
し
た
。
幸
い
に
し
て
阿
賀
野

市
は
被
害
も
な
く
、
普
段
ど
お
り
の

生
活
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
冬

本
番
を
前
に
被
災
し
た
皆
様
に
は
大

変
な
生
活
が
待
っ
て
い
ま
す
。
一
日

も
早
い
復
興
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

　
　

（
30
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

新
潟
の
料
理
と
い
え
ば
「
の
っ
ぺ
」

と
い
う
よ
う
に
、
阿
賀
野
市
で
昔
か

ら
作
ら
れ
て
い
る
料
理
が
あ
っ
た
ら

紹
介
し
て
ほ
し
い
で
す
。

 

（
30
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

議
会
人
事
の
紹
介
で
、
議
員
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
る
。 

（
70
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

「
も
う
ひ
と
り
の
家
族
」
こ
れ
か
ら

も
家
族
の
大
切
な
一
員
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
！　

が
ん
ば
っ
て
く
だ

さ
ー
い
！ 

（
９
歳
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

広
報
ク
イ
ズ
、
た
く
さ
ん
の
方
が
楽

し
み
に
し
て
い
る
の
で
す
ね
。
私
も

そ
の
一
人
。
本
当
に
毎
月
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
ホ
ウ
シ
ュ
サ
ン
は
安

田
に
あ
る
の
で
す
ね
。
わ
か
ら
な
い

か
ら
ク
イ
ズ
も
間
違
え
ま
し
た
。
広

報
あ
が
の
は
本
当
に
勉
強
に
な
り
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
所
が
い
っ

ぱ
い
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。 
（
70
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

イ
ラ
ス
ト
は
ど
ん
な
絵
で
も
い
い
で

す
か
？ 

（
20
代
・
男
性
）

☆
皆
さ
ん
が
喜
ん
で
く
だ
さ
る
よ
う
な 

　

絵
な
ら
何
で
も
結
構
で
す
。
お
待
ち

　

し
て
い
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

安
田
地
区
で
私
は
レ
ク
ダ
ン
ス
や
ミ

ニ
テ
ニ
ス
を
し
て
い
ま
す
。
阿
賀
野

市
全
体
交
流
が
あ
れ
ば
い
い
な
。
で

き
た
ら
無
料
で
。 

（
60
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

広
報
い
つ
も
楽
し
み
に
１
日
、
15
日

を
待
っ
て
い
ま
す
。
あ
ま
り
活
字
を

読
ん
だ
り
書
い
た
り
す
る
の
は
好
き

で
は
な
い
の
で
す
が
広
報
だ
け
は
別

で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
た
び
は
間
違

い
探
し
の
ク
イ
ズ
に
ま
で
応
募
。
定

年
後
の
自
分
自
身
の
変
わ
り
様
に
驚

い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
時
々
広
報

ク
イ
ズ
に
参
加
し
よ
う
と
思
い
ま

す
。 

（
60
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

毎
回
広
報
が
届
く
の
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
知
っ
て
い
る
人
が
出
た

り
す
る
と
と
て
も
楽
し
く
な
る
し
、

切
り
抜
い
て
友
達
に
見
せ
た
り
も
し

ま
す
。
今
回
も
何
人
か
出
て
い
た
の

で
何
度
も
読
み
返
し
ま
し
た
。
次
号

も
楽
し
み
で
す
。 

（
10
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

学
校
開
放
の
使
用
状
況
な
ど
を
紹
介

で
き
る
よ
う
だ
っ
た
ら
し
て
ほ
し

い
。 

（
30
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
は
分
か

り
や
す
く
ま
と
め
て
あ
っ
て
良
か
っ

た
で
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
率
が

42
・
３
％
と
い
う
の
は
少
な
い
気

が
し
ま
し
た
。
こ
う
い
う
ア
ン
ケ
ー

ト
の
回
収
率
は
こ
ん
な
も
の
な
ん
で

し
ょ
う
か
。４
コ
マ
マ
ン
ガ
の「
か
っ

ち
ゃ
ん
き
ん
ち
ゃ
ん
」
同
感
で
す
。

生
ま
れ
て
27
年
市
民
で
過
ご
し
、

京
ヶ
瀬
に
引
っ
越
し
て
き
て
初
の
村

民
に
。
再
び
市
民
に
な
り
ま
し
た
。

阿
賀
野
市
は
楽
で
良
し
。
で
も
村
民

も
良
か
っ
た
で
す
。 

（
30
代
・
女
性
）

介
し
て
顎
の
骨
が
負
担
す
る
の

で
す
が
、
入
れ
歯
の
型
を
と
っ

た
時
よ
り
も
噛
む
力
の
方
が
大

き
い
と
負
担
が
過
重
に
な
っ
て
、

粘
膜
の
薄
い
部
分
が
痛
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

 　

痛
い
か
ら
と
言
っ
て
無
理
に

我
慢
を
し
た
り
、
自
分
で
入
れ

歯
を
削
っ
た
り
す
る
と
、
症
状

が
か
え
っ
て
悪
化
す
る
こ
と
が

多
い
よ
う
で
す
。
歯
科
医
院
で

は
、
強
く
あ
た
る
と
こ
ろ
を
削

る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
全

体
の
噛
み
合
わ
せ
や
、
歯
肉
の

状
態
を
見
な
が
ら
調
整
し
ま
す

の
で
、
早
め
に
か
か
り
つ
け
の

歯
科
医
院
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

 　

ま
た
、
痛
い
か
ら
と
言
っ
て

入
れ
歯
を
せ
ず
に
長
時
間
放
置

し
て
お
く
と
、
顎
の
形
と
入
れ

歯
の
ず
れ
が
大
き
く
な
っ
て
、

ま
す
ま
す
合
わ
な
く
な
り
二
度

と
使
え
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

（
新
潟
県
歯
科
医
師
会
）

Q 　

急
に
歯
が
痛
く
な
っ
た
時
は
、

ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

A 　

ま
ず
、
う
が
い
を
し
て
口
の
中

を
き
れ
い
に
し
ま
す
。
そ
し
て
ど

の
歯
が
痛
い
の
か
を
よ
く
確
か
め
、

で
き
れ
ば
楊
枝
や
ピ
ン
セ
ッ
ト
な

ど
で
そ
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
、

歯
に
つ
い
て
い
る
汚
れ
や
食
べ
カ

ス
な
ど
を
取
り
除
き
ま
す
。

　

 　

次
に
う
が
い
を
す
る
か
、
オ
キ

シ
ド
ー
ル
を
綿
に
浸
し
、
歯
の
ま

わ
り
を
き
れ
い
に
し
ま
す
。
ヨ
ー

ド
チ
ン
キ
な
ど
を
穴
の
あ
い
て
い

る
と
こ
ろ
へ
詰
め
る
の
も
よ
い
で

し
ょ
う
。
熱
が
あ
れ
ば
安
静
に
す

る
必
要
も
あ
り
ま
す
し
、
腫
れ
て

い
れ
ば
冷
や
し
て
あ
げ
る
の
も
よ

い
で
し
ょ
う
。
痛
み
に
対
し
て
は

鎮
静
剤
を
用
い
ま
す
。

　

 　

こ
れ
ら
に
よ
り
、
痛
み
も
落
ち

着
い
て
き
ま
す
が
、
歯
の
痛
み
の

原
因
は
自
然
に
は
治
り
ま
せ
ん
。

そ
う
し
た
歯
を
放
置
し
て
お
く
と
、

い
ず
れ
痛
み
が
再
発
し
、

最
後
に
は
歯
を
抜
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う

な
ら
な
い
た
め
に
も
、
早

期
に
治
療
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

Q 　

入
れ
歯
を
入
れ
た
の
で
す
が
、

痛
く
て
噛
め
ま
せ
ん
。
ど
う
し
た

ら
よ
い
で
す
か
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

A 　

入
れ
歯
の
噛
む
力
は
、
粘
膜
を

◇代　表　宮田清三郎（緑町）
　会員数　35 名　
　活動日　毎週火・水・金曜日　午後 7時～午後９時３０分

　　　　　　　　　土・日曜日　午前９時～正午　　　　

　場　所　水原総合体育館弓道場　

　連絡先　武藤吉則（金田町）　☎６２－２３３５

◇もっと教えて！
　弓道の魅力は、｢パーン ｣と的に当たった時の快感でしょう。袴で
正装し的に向かう姿は凛々しく、美しいものです。また弓道をしてい

ると自ずとあいさつする、靴をそろえる、弓道衣
ぎ

をたたむといった礼
儀作法や集中力・精神力が身につき、射術以外にも人間として大切な
ことを教えてくれます。一人でもできるということも特徴です。
　決して難しいものではありませんし、年をとってからも始められる
武道です。やってみたいと思う方はまず道場にお出でください。

動かない的に向かう自分との勝負
◇活動内容
　阿賀野市では明治、大正のころから弓道が盛んに行われてきまし
た。ずっと天朝山の武道場でした。昭和 56 年に水原総合体育館弓道
場ができ、優秀な人材を国体や各種大会に送り出し、育成しながら
現在に至っています。毎年県内弓道水原大会を開催し、各地より約
300 名の参加があります。今年は第 25回を迎えます。
　射法の修練はもちろんのこと、各種大会や講習会への参加、弓道
教室、会員同士の交流など、年齢層も幅広くお互いに教え合い、励
まし合いながら向上をめざしています。

北見　しほさんきたみしゅうへいさん島津　 美さん高橋　麗奈さん西田みずほさん佐藤　祐樹さん成田　千里さん

水原小学校　イラストクラブの皆さんです。
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小
松
の
位
置
・
産
業

　

阿
賀
野
市
南
東
に
位
置
す
る
小
松
は
、

隣
り
は
三
川
村
、
阿
賀
野
川
を
挟
ん
で
は

五
泉
市
と
い
っ
た
市
の
境
界
に
あ
る
大
き

な
集
落
で
す
。
集
落
の
川
側
は
国
道
49
号
、

山
側
は
磐
越
自
動
車
道
が
走
り
、
車
社
会

と
と
も
に
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
そ

の
昔
は
、
県
営
渡
船
場
と
し
て
も
栄
え
、

何
軒
か
旅
籠
も
存
在
し
た
そ
う
で
す
。

　

小
松
は
昔
、
田
ん
ぼ
は
少
な
か
っ
た
で

す
が
、
桑
畑
が
辺
り
一
面
に
広
が
り
、
昭

和
初
期
に
は
養
蚕
業
で
大
き
な
収
益
を

あ
げ
て
い
ま
し
た
。
最
盛
期
に
は
60
名
ほ

ど
の
出
稼
ぎ
労
働
者
も
来
て
い
た
そ
う

で
、
家
族
よ
り
も
蚕
の
方
が
暖
か
い
部
屋

に
お
か
れ
、
大
切
に
扱
わ
れ
て
い
た
よ
う

で
す
。
し
か
し
戦
争
が
始
ま
る
と
絹
織
物

は
ぜ
い
た
く
品
と
し
て
売
れ
な
く
な
り
、

昭
和
40
年
ご
ろ
に
は
ほ
ぼ
絶
滅
、
桑
畑
は

田
ん
ぼ
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

昔
は
封
建
体
制
で
安
泰

　

お
寺
の
本
堂
が
火
災
に
よ
り
消
失
し

た
た
め
、
過
去
帳
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
小
松
に
は
六
百
年
ほ
ど
前
に
人
が
住

み
着
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
隣
り
集

落
と
離
れ
て
い
る
た
め
、
地
域
の
結
び
つ

き
は
強
く
、
主
に
税
金
を
多
く
納
め
て

い
た
「
だ
ん
な
様
」
が
集
落
を
ま
と
め
、

寄
り
合
い
や
総
会
、
鮭
の
入
札
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
名
残
な
の
か
、

「
通づ

ご
う
ば
ん

郷
板
」
と
い
う
も
の
が
今
も
存
在
し

ま
す
。
一
枚
の
板
に
全
家
長
の
名
前
が
記

さ
れ
て
あ
り
、
雪
下
ろ
し
や
文
書
配
布
、

ち
ょ
っ
と
し
た
作
業
を
回
り
順
番
で
受

け
持
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
区
長
は
任
期

2
年
の
投
票
選
挙
で
決
め
ら
れ
、
住
み
よ

い
生
活
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。

小
松
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た

　

時
代
は
変
わ
り
、
勤
め
人
が
増
え
る

と
、
住
民
も
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
が
少

な
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
男
衆
は
寄

り
合
い
や
秋
祭
り
な
ど
で
顔
を
合
わ
せ
、

楽
し
い
時
間
を
共
有
し
て
い
る
。
そ
れ

に
不
満
を
持
っ
た
の
が
子
ど
も
や
女
性

た
ち
。
み
ん
な
で
楽
し
む
行
事
が
あ
っ

た
ら
い
い
と
で
き
た
の
が
「
お
み
こ
し

様
」
や
「
盆
踊
り
」「
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
」

で
し
た
。
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
は
合
同
年
始

の
後
、
村
中
1.3
キ
ロ
を
走
る
も
の
で
、

今
年
で
28
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
毎
年

百
人
ほ
ど
の
参
加
が
あ
り
、「
年
の
初
め

は
マ
ラ
ソ
ン
か
ら
」
と
い
う
人
も
多
い

で
し
ょ
う
。
盆
踊
り
は
毎
年
8
月
15
日
。

同
郷
の
友
と
会
え
る
貴
重
な
場
で
も
あ

り
ま
す
。
こ
ん
な
時
に
み
ん
な
に
思
っ

て
欲
し
い
で
す
。
小
松
に
生
ま
れ
て
（
住

ん
で
）（
嫁
に
来
て
）
よ
か
っ
た
、
と
。

（
取
材
協
力
＝
安
達
健
一
さ
ん
、
石
井
欣

治
さ
ん
）

● 

今
月
は 

小
松 

で
す 

●

しめ打ち

▼
昨
年
一
年
間
の
世
相
を
表
す
漢
字
が

「
災
」
に
な
っ
た
よ
う
で
す
ね
。
た
し
か
に

台
風
・
水
害
・
地
震
な
ど
自
然
の
猛
威
に

よ
る
甚
大
な
災
害
が
多
く
発
生
し
た
年
で

し
た
。
今
年
は
「
災
い
転
じ
て
福
と
な
す
」。

ぜ
ひ
、
災
害
の
無
い
、
良
い
話
題
の
多
い

一
年
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

　

今
年
も
「
広
報
あ
が
の
」「
お
知
ら
せ
版
」

を
ご
愛
読
よ
ろ
し
く
願
い
ま
す
。

▼
今
回
の
「
も
う
一
匹
の
家
族
」。
お
話
を

う
か
が
っ
て
い
る
間
は
、
い
い
感
じ
で
遊

ん
で
い
た
２
匹
も
、
時
間
が
た
つ
に
つ
れ

飽
き
て
き
た
様
子
。
ま
ず
い
…
、
最
初
に

撮
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
思
っ
た
と
き

に
は
後
の
祭
り
。
な
か
な
か
く
っ
つ
い
て

く
れ
ま
せ
ん
。「
ハ
ー
イ
、
猫
ち
ゃ
ー
ん
。

こ
っ
ち
向
い
て
ー
」。
チ
ラ
ッ
と
こ
っ
ち
に

目
線
を
向
け
て
く
れ
る
も
の
の
「
な
ん
だ

コ
イ
ツ
」
っ
て
感
じ
で
す
ぐ
に
プ
イ
ッ
。

ひ
え
〜
完
全
に
な
め
ら
れ
て
い
る
。
結
局
、

鰹
節
で
な
だ
め
て
も
ら
い
、
何
と
か
撮
れ

た
１
枚
で
し
た
。

▼
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
は
酉
年
。
新
年
早
々
酉
年
の
皆
さ
ん

か
ら
登
場
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
３
人
手

分
け
し
て
お
願
い
に
ま
わ
り
ま
し
た
。
今

こ
う
し
て
掲
載
さ
れ
た
写
真
を
見
て
い
る

と
、
皆
さ
ん
い
い
表
情
を
し
て
い
ま
す
ね

（
カ
メ
ラ
マ
ン
の
自
己
満
足
？
）
表
情
は
心

の
表
れ
、
い
つ
も
こ
う
あ
り
た
い
も
の
で

す
。
と
は
い
え
、
原
稿
が
で
き
な
け
れ
ば

落
ち
着
か
な
い
顔
を
し
て
い
る
し
、
写
真

が
う
ま
く
撮
れ
て
な
け
れ
ば
ガ
ッ
ク
リ
す

る･
･
･

。
ま
、
こ
っ
ち
は
ガ
ッ
ツ
と
愛
嬌
で

カ
バ
ー
か
な
。

1 2 3 4

5 6

7 8 9

10 11 12

13 14

15

クイズの答え

住所

氏名・年齢・電話番号

今月号の感想などをお書
きください。

　

 

広
報
ク
イ
ズ
係 

行

阿
賀
野
市
役
所

9 5 9 2 0 9 2

　問題の答えと１月号の感想などをお書きの

上、あなたの住所・氏名・年齢・電話番号を

記入し、ハガキかＦＡＸ、Ｅメールで 1月 14

日（金）までに応募ください。ペンネームや

匿名での掲載を希望する方も、氏名は必ず書

いてください。

　正解者の中から抽選で毎月 10 人に 500 円

の図書券をプレゼントします。

ＦＡＸ： 0250 － 62 － 0281

E メール： kikaku@city.agano.niigata.jp

問題

二重枠の言葉を並べ替えて、阿賀野市に関係

のある言葉を作ってください。

　広報あがのでは、皆さんからのご意見ご感

想をお待ちしています。その他、地域の話題

や珍しい出来事、自慢のイラストなど、どし

どしお寄せください。

★ 12 月号の正解は次のとおりです。
・カーテンの幅
・福住議員のマイク　・演壇前の書記机の幅
〈応募総数 33 通　正解者 31 人〉
★ 12 月号の当選者
・佐々木治之さん・P.N ゆっちさん・P.N 小川の野望さん
・P.N あーちゃん・吉川　静子さん・P.N  山 ちゃん
・酒井　照美さん・P.Nクリスマスさん・酒井　千鶴さん
・P.Nメゾピアノさん

ヒント：笹神地区に関係あり！

◎ヨコのカギ
 １ 落としてはいけません。お金は大事に使ってね。

 ５ 選挙管理委員会を略して。

 ７ 昨年、平山さんから泉田さんに代わりました。

 ８ 冬道の運転は、この溝に気をつけましょう。

 10 一○○、二○○、三○○、本○○。

 12 今年も無○○・無違反で、安全運転を心がけましょう。

 14 １回は良いうわさ、２回は悪いうわさ、３回は風邪？

 15 褐色のまだら模様のある小さい卵を産む鳥。

◎タテのカギ
 １ 黒豆、かまぼこ、栗きんとん…。正月料理。

 ２ 豚肉と野菜がたっぷり。イベントなどでは無料で。

 ３ 野口英世の母の名前。

 ４ くつろいで会話をすること。

 ６ 「うわさ」とは少し違う。人から人に情報が伝わります。

 ９ これを言うと、「オヤジギャグ」と馬鹿にされます。

 11 「よのこ」と呼ぶ地域もあります。鮭のたまご。

 13 爪を隠すタカはこれがある。

作：博太郎
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税
に
関
す
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賞
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す
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《
税
に
つ
い
て
の
作
文
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新
潟
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会

（
優
秀
賞
）

○
「
税
の
協
力
の
大
切
さ
」

　

信し
ん

田た　

愛ま
な

美み

さ
ん
（
水
原
中
３
年
）

《
税
に
つ
い
て
の
標
語
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関
東
信
越
国
税
局
長
賞
（
佳
作
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○
僕
の
た
め
、
君
の
た
め

み
ん
な
の
た
め
だ
よ　

納
税
は

　

相
馬　

良よ
し

行ゆ
き

さ
ん
（
水
原
中
１
年
）

 

新
発
田
税
務
署
長
賞

○
考
え
よ
う　

み
ん
な
の
未
来
と

日
本
の
税

　

吉
田　

美み

菜な

さ
ん
（
水
原
中
３
年
）

○
納
税
は
あ
な
た
と
私

み
ん
な
の
た
め
に

　

長
澤　

祐ゆ
う

紀き

さ
ん
（
安
田
中
２
年
）

○
納
税
で　

明
日
に
向
か
っ
て

ま
ず
一
歩

　

加
藤　
　

充
み
つ
る

さ
ん
（
京
ヶ
瀬
中
１
年
）

○
税
金
は　

未
来
に
架
か
る虹

と
な
る

　

渡
邉　

愛あ
い

美み

さ
ん
（
笹
神
中
３
年
）

 

阿
賀
野
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

○
納
め
よ
う　

目
指
す
は
み
ん
な
の

明
る
い
社
会

　

佐
藤　
　

孝
た
か
し

さ
ん
（
水
原
中
３
年
）

○
税
金
を　

き
ち
ん
と
は
ら
っ
て

明
る
い
未
来

　

齋
藤　

実み

咲さ
き

さ
ん
（
安
田
中
３
年
）

○
税
金
を　

正
し
く
使
お
う最

後
ま
で

　

米
山　

祐ゆ
う

貴き

さ
ん
（
京
ヶ
瀬
中
３
年
）

○
消
費
税　

払
う
僕
ら
も　

納
税
者

　

大
倉　

昌ま
さ

成な
り

さ
ん
（
笹
神
中
３
年
）

■世帯数 91

■人　口 337

 （１２月１日現在）

安田支所から市営バス安田巡

回線 (内回り・外回り )で約

18分 (小松諏訪公園前下車）

　

12
月
10
日
、
平
成
16
年
度
「
税
に
関
す
る
標
語
」
等
の
入
賞
作
品
表
彰
式

が
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

　12 月 9 日、税務署職員を講師に安
田中学校で「租税教室」を開催。歌
手の浜崎あゆみや巨人の清原選手の
納めている税金の話から税金の流れ
や種類・大切さを学びました。

R290

R460

R49

新津市

横越町

新発田市豊栄市

三川村

五泉市
小　松
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潟
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スマイルキッズ

　

市
内
見
て
歩
記
の
コ
ー
ナ
ー
等
で
紹
介
し
き

れ
な
か
っ
た
写
真
を
紹
介
し
ま
す
。

2
0
0
5
年
1
月
号
／
N
o
. 1
0

【人の動き】 人口 48,688 人（－ 55） 男 23,528 人（－ 23） 女 25,160 人（－ 32） 世帯数 13,358 (＋1)

平成 16 年 12 月１日現在（　）は前月比 出生 26 人・死亡 50 人・転入 45 人・転出 76 人

　

12
月
3
日
、
水
原
公
民
館
の

「
調
理
室
」
で
行
わ
れ
た
豆
ま

め
調
理
講
習
会
に
飛
び
込
み
取

材
！　

大
豆
の
地
産
地
消
と
周

知
を
目
的
に
農
村
地
域
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
が
企
画
し
た
も
の
で
、

20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

メ
ニ
ュ
ー
は
豆
味
噌
、
豆
サ

ラ
ダ
、
枝
豆
ス
ー
プ
。
ベ
テ
ラ

ン
主
婦
が
多
く
、
わ
ず
か
1
時

間
足
ら
ず
で
完
成
、
早
速
試
食
会
へ
。
嬉
し
い
こ
と
に

豆
ご
飯
と
絞
り
た
て
の
牛
乳
も
添
え
ら
れ
て
、
彩
り
見

事
な
豆
料
理
の
フ
ル
コ
ー
ス
。

　

手
軽
に
お
い
し
く
で
き
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て

参
加
者
の
関
心
は
高
く
、「
別
な
豆
で
も
代
用
で
き
る

の
？
」「
今
度
家
で
も
作
っ
て
み
な
き
ゃ
！
」
と
豆
談

義
は
だ
い
ぶ
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

★
つ
く
っ
て
み
よ
う
！
豆
味
噌

（
材　

料
）　

 

乾
燥
大
豆
…
１
２
０
ｇ
、
味
噌
…
１
５
０
ｇ
、

砂
糖
…
１
０
０
ｇ

　
　
　
　
　

揚
げ
油
…
適
宜
、
片
栗
粉
…
適
宜

（
作
り
方
）

　

① 

大
豆
は
一
晩
水
に
浸
し
て
お
き
ま
す
。

　

 

② 

①
の
水
気
を
よ
く
切
り
片
栗
粉
を
ま
ぶ
し
、
た
っ
ぷ

り
の
油
で
低
い
温
度
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
揚
げ
ま
す
。
箸
で

か
き
混
ぜ
る
と
カ
ラ
カ
ラ
と
音
が
し
、
キ
ツ
ネ
色
に
な
っ

た
ら
新
聞
紙
の
上
に
あ
げ
て
冷
ま
し
ま
す
。

　

 

③ 

鍋
に
味
噌
、
砂
糖
を
入
れ
て
火
に
か
け
ま
す
。
砂
糖

が
溶
け
て
少
し
練
っ
た
ら
、
味
噌
を

冷
ま
し
ま
す
。

　

 

④ 

味
噌
が
冷
め
て
か
ら
、
冷
め
た

揚
げ
大
豆
を
入
れ
、
ま
ん
べ
ん
な

く
混
ざ
っ
た
ら
出
来
上
が
り
。

渡辺暁
あ き と

仁くん（1歳 3ヵ月）／保田（パパ厚
あつし

さん・ママ貴
たか

子
こ

さん）

　ぼく『あきと』です。1がつで１さい３かげつになったよ。１さい
になってからはことばをはなすのがたのしくて「パパ」と「じいじ」
をおぼえたよ。つぎは「ママ」っていいたいな。
　ボクはのりものがだいすき。たんじょうびにもらったくるまや、さ
んりんしゃでちょうないをたんけんしているよ。でも、いちばんすき
なのりものはキャビンつきのトラクターだよ。えへっ。いいでしょ。

　私「リン」っていうの。
畑が大好きで、ご主人様
が畑仕事に行くときはい
つも一緒についていくの。
もちろん帰りも一緒よ。
近所でも評判なの。ちょっ
ぴり太めだけど、すばしっ
こさはだれにも負けない
わ。高い所だって平気な
のよ！
　隣にいるのは虎ちゃん。

「虎
とら

丸
ま る

」っていうの。私よ
り 5 つ年上よ。虎ちゃん
は生まれつき手足が短いの。だからお尻をフリフリしながら
歩くのよ。それに、腹ばいでピーンと伸びて足を交差させて
寝るの。猫なのに猫背じゃないのよ。すごいでしょ！　あとね、
おばあちゃんのことが大好きで、おなかがすくと「にゃおー
ん」っておねだりしにいくのよ。

伊藤正雄さん（田山）宅の『リン』（右）と『虎丸』（左）でした。


